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はじめに 

 

 広島、長崎の原爆の悲劇に題を取った日本語の詩 123編をヒンディー語に翻訳した 

『原子爆弾の下で』（翻訳詩集の邦題）が、2016年 8月にインドの国立文学アカデミ

ーから刊行されました。翻訳者はハルジェンドラ・チョードリー氏と三木雄一郎氏の

お二人です。私たちはこの記念すべき出版を受けて、2016年 12月 8日、共訳者のお

一人、三木雄一郎氏を大阪大学箕面キャンパスにお招きして、外国語学部ヒンディー

語専攻主催によるセミナーを開催しました。セミナーには、ヒンディー語専攻の卒業

生である溝上富夫氏、和田幸子氏、松木園久子氏、大阪大学のインド人国費留学生ア

シマー・メヘター氏の他、小磯千尋氏、チャイタニヤ・プラカーシュ・ヨーギー氏、

長崎広子氏など新旧のヒンディー語専攻所属の教員、そしてヒンディー語専攻の学生

さんたちが参加しました。本報告書は、そのセミナーにおける発表を中心に冊子にま

とめたものです。古賀勝郎先生、そしてもうお一人の共訳者であるチョードリー氏と

その長年の友人である白井桂氏からいただいたご挨拶は、セミナーの場で本報告書作

成者の高橋が僭越ながら代読いたしました。 

 次ページにありますのは、セミナーに先立ち、2016年 11月 10日の毎日新聞夕刊に

掲載された『原子爆弾の下で』の刊行を紹介する、大久保昴氏の筆になる新聞記事で

す。その次のページには、その記事を三木雄一郎氏がヒンディー語に翻訳された文章

を収録しました。セミナーでは外国語学部の学生諸君が、会場設営から司会役、写真

撮影役、そして発表と大活躍をしてくれました。これらすべてはヨーギー氏の熱心な

ご指導の賜物です。 

 2015年 7月に本学を訪問された上記文学アカデミー総裁のヴィシュヴァナート・プ

ラサード・トリパーティ氏を始め、今回の出版に当たってご尽力いただいたインドの

みなさま、セミナーのために文章をお寄せいただいた方々、そして自らの原爆の悲惨

な体験を、詩を通じて記録と記憶に残してくださった多くの原作者の方々とそれを見

事なヒンディー語に翻訳したお二人の翻訳者に、心よりの敬意と感謝を込めて、本報

告書をお届けします。 
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परमाणु बम किवता सं�ह भारत म� �कािशत 

माईनीची समाचार प�, 10 नवंबर, 2016, ओसाका, जापान 

मूल जापानी से �हदंी म� अनू�दत, अनुवादक : िम�क यूइिचरो 

 

नािभक�य आयुध के िखलाफ यह पुकार दिुनया भर म� प:चँा द� ! 

        �द+ली िव-िव.ालय के सहायक �ोफेसर, <ी हरजे12 चौधरी (उ> 60) और 

ओसाका ि4थत राजक�य ताइशो हाई 4कूल के व(र& अ5यापक, <ी िम�क यूइिचरो (उ> 

57) ने िमलकर िहरोिशमा और नागासाक� परमाणु बम @ासदी से िन:सृत 123 जापानी 

किवताA का िह1दी अनुवाद पूरा करके उसे भारत म� �कािशत �कया। भारत और उसके 

पड़ोसी दशे पा�क4तान म� फूट ह ैऔर इन दोनB दशेB के पास आज नािभक�य आयुध हC। 

चौधरी जी क� इDछा ह ै�क 'ये अनू�दत किवताएँ लोगB को िहरोिशमा-नागासाक� के 

@ासदीपूणE अनुभव से आगाह कर� और पढ़नेवालB के मन म� केवल परमाणु-अGB के िवHI 

ही नहJ, बि+क युI-मा@ के िवHI एक धारणा उKपL कर द� ।' (ओओकुबो अक�रा) 

                            अगली बार पा�क4तान म� भी शाया हो तो.... 

िह1दी भारत क� सरकारी भाषाA म� से एक ह ैऔर तकरीबन चालीस से पचास करोड़ 

नाग(रकB क� मातृभाषा भी ह।ै किवता सं�ह का शीषEक ह ै'परमाणु बम क� छाया म�'। 

इसम� तोगे सां�किच (1917 - 53) िजनक� 'मनुNयता लौटाओ' वाली किवता ब:त 

लोकि�य ह,ै हारा तािम�क (1905 - 51) िज1हBने किवतासं�ह 'परमाणु बम, एक छोटा-

सा दOृय' म� परमाणु बम @ासदी का जीवंत िच@ण �कया, किवता 'मC बPा जनवाऊँगी' 

क� रचियता कु(रहारा सादाको आ�द 4वयं िहरोिशमा म� परमाणु बम के िशकार :ए 

सु�िसI किव / कवियि@यB क� रचनाएँ संकिलत हC। नागासाक� के उKपीिड़तB म� फुकुदा 

सुमाको (1922 - 74) आ�द क� किवताएँ भी संकिलत हC। फुकुदा जी के माता-िपता और 

बड़ी बहन क� परमाणु बम से मृKयु :ई और युI समाT होने के बाद वे ख़Vद परमाणु-

िव�करण से उKपL HWणता से पीिड़त होते :ए नािभक�य आयुध के िखलाफ आंदोलन म� 

भाग लेती रहJ। युI समाT होने के तुरंत बाद िहरोिशमा के �ाइमरी 4कूलB के बPB के 
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Xारा िलखी गई किवताएँ, जापान म� रहनेवाले को(रयाई मूल के रचनाकारB क� किवताएँ 

आ�द परमाणु-@ासदी पर आधा(रत रचनाएँ िव4तृत Zे@ से इक[ी क� गई हC। 

      भारत म� पैदा :ए चौधरी जी 1994 म� ओसाका िवदशेी भाषा िव-िव.ालय 

(वतEमान ओसाका िव-िव.ालय)  के िविज\टंग �ोफेसर का दाियKव िनभाने के िलए 

जापान आए। उनको शु] से ही परमाणु-शि^ के िवषय म� Hिच थी और परमाणु बम पर 

अनेक किवताएँ पढ़ने के #म म� मन म� यह इDछा उKपL :ई �क ' इन किवताA को िह1दी 

म� अनू�दत करके अपने दशे के लोगB से प(रिचत कराए।ँ' 6 अग4त 1995 को िहरोिशमा 

क� अधEशती मनाए जाने के अवसर पर वे िम�क जी के साथ िहरोिशमा-शांित-सं�हालय 

गए और किवताA का िह1दी अनुवाद करने का उनका संक+प और भी दढ़ृ हो गया। उन 

�दनB संयोग से िम�क जी भी उसी िव-िव.ालय म� �हदंी अ5यापन का कायE संभाल रह े

थे। 

     चौधरी जी 1996 म� भारत वापस जाने के बाद 2010 म� ओसाका िव-िव.ालय के 

िविज\टंग �ोफेसर क� हिैसयत से �फर जापान आए और वष_ से मन म� दबे संक+प को 

पूरा करने के िलए िम�क जी के साथ अनुवाद-कायE म� जुट गए। बीच बीच म� छु(`यB का 

सदपुयोग करके िम�क जी ने जापानी किवताA का िह1दी म� शaदशः अनुवाद �कया और 

चौधरी जी, जो 4वयं �हदंी के अDछे किव हC, ने उनका संशोधन करके मसौद ेको ऊँचे 4तर 

के किवतासं�ह का ]प द े�दया। इस तरह दोनB का अनुवाद-कायE चलता रहा। 2012 के 

वसंत म� जब चौधरी जी भारत वापस गए तब तक अनुवाद लगभग पूरा हो चुका था 

और यह किवतासं�ह अग4त (2016) म� �कािशत :आ।   

    पु4तक के आवरण म� परमाणु बम गुंबद का वह फोटो छपा ह ैिजसे 4वयं चौधरी जी 

ने िहरोिशमा म� खJचा था। भारत और पा�क4तान क� फूट को 5यान म� रखते :ए भूिमका 

म� ऐसा िलखा ह ै�क '(इन अनू�दत किवताA के मा5यम से ) परमाणु-शि^-संपL Zे@B 

और राcB के नाग(रकB के इस ख़तरे के �ित आगाह होने के उपरांत इसे टालने वाली 

�ितरोधाKमक जनतांि@क मनोभूिम िनdमEत होगी'। चौधरी जी का कहना ह ै �क 

पा�क4तान क� कौमी ज़बान उदूE म� भी इस �कताब का तजुEमा हो जाए तो हम लोगB को 

बड़ी खुशी होगी। 
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『原子爆弾の下で』 

 “परमाणु बम क� छाया म�” 

の刊行を祝して 

 

 古賀勝郎 (Koga Katsuro) 

 

 この度、H.チョードリー先生と三木雄一郎先生のお二方が実に長い歳月を費やして、

正に心血を注いで完成されたお仕事が『原子爆弾の下で』の形でインド共和国の文学院

サーヒッティヤ・アカーデミーから刊行されたことはこのお仕事に何ら寄与することも

なかった身ではありますが大阪外国語大学で長く勤務した縁で特別の感慨を覚え格別

の喜びを授かった出来事でありました。 

 周知の通り三木先生にはこれまでに大部なヒンディー語小説の翻訳のほか南アジア

関連の論文やベンガル語からの翻訳などを含め多数の御労作があります。この度、三木

先生は、広島と長崎における原子爆弾の被爆経験者たちの世代が残した作品ばかりでな

く現代の世代に至る詩人たちの作品まで実に丹念に探索・蒐集されチョードリー先生と

共に余人には想像もつかないような御苦労を重ねて編纂・翻訳の偉業を達成されました。

その過程は難渋を極めたものと想像されますが、それだけに比類のない画期的な成果に

なっているように思われます。 

 三木先生が学部卒業後、国語科の教師として精励勤務されるかたわら今日に至るまで

幾十年に亘りヒンディー語の研鑽を続けてきておられることに私たちは驚嘆させられ

ます。思い起こせば国語科教師の資格を得るために学部に更に 2年間在籍して励まれて

いた時のこと、大阪外国語大学で日本語学を担当しておられた Y 教授が偶々同席した

席で私に『三木君は…』と賞賛の言葉を掛けてこられたことがありました。Y教授の評

言にありました三木先生の該博な知識に加えて思索と読みの深さがこの度のお仕事に

も遺憾無く発揮されているに違いありません。そして選ばれた詩を介して思索とその深

い読みをヒンディー語で表現するにあたり共に力を尽くして下さった詩人チョードリ

ー先生の豊かな感性と寛仁なお心があったればこそお二人の協同作業は美事に結実し

たものと思われます。この成果は今後サーヒティヤ・アカーデミーを介して英語ばかり

でなく他のインドの主要言語にも翻訳されて行く上でとても重要な役割を果たすこと

になるものと思われます。更にはインド以外の国々の言語にも翻訳されて行くに違いあ
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りません。 

 申すまでもないことですが、私たちはお二人の心を突き動かした主題の大きさや重さ

について考えざるを得ません。人が四海同胞の意識を共有することの困難さを痛感させ

られる現今の世界的な状況はこの先いつまで続くのでしょうか。絶望的とも言えるかよ

うな時代に、そしてかような時代であればこそ敢えて希望の灯をかかげられたお二方の

不抜の御覚悟と真の勇気に私たちは強く胸を打たれます。お二方の御努力は後に続く若

い世代の方々に引き継がれてこそ真に結実するのだと考えられます。平和を希求すると

いうことはたとえ己の身命を削ってもあるいは犠牲にしても非暴力を貫くことでしか

ないと思われます。だが、翻ってその覚悟のほどを己に問うならば全く自信のない己の

姿に愕然とするばかりであります。凡夫はせめてその第一歩をまずは真の勇気を持ちた

いと心に念じることから踏み出すべきなのでしょうか。 

 

          2016年 11月                        
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ヒンディー語版原爆詩集の出版記念の会で 
 

和田幸子 (Wada Sachiko)                   

  ヒンディー語でこのような詩集を刊行なされたこと、ほんとうに素晴らしいことだ

と思います。心からお祝いを申し上げます。 

これまで詩集に仕上げられるには、きっと数々のご苦心をされたことと存じますが、

三木様とチョードリー先生の熱意と勇気に感銘をうけずにはいられません。 

 この詩集を古賀先生からお送りいただいたとき、何十年ぶりかで、峠三吉の原爆詩集

を読み返してみました（日本語で！）。長い原爆詩集を読みながら、時には余りの惨状

の描写に胸が苦しくなりながらも、詩人の心の底に流れる人間愛と、だからこそ抑えら

れない怒りと苦しみをひしひしと感じ、改めて原爆の恐ろしさを思い起こしました。 

 丁度福岡に出張する機会がありましたので、翌日広島に立ち寄り、原爆ドームや平和

記念資料館、そして数々のモニュメントを訪れて参りました。またこれまでは見逃して

いた学徒動員された青年の慰霊碑や小さな遺跡もあり、なんと多くの人々が命を失った

のかと思いますと、改めて悲しさというか悔しさがこみ上げてくるのでした。 

 私は、インド語学科（ヒンディー語）を半世紀も昔に卒業しました。同級生たちも、

在学時代はあまり熱心に語学の勉強をしたとは言えないのですが、定年を遠に過ぎた今

頃になって、「インドの映画が来たよ」とか「きっとうまくいく」「PK」などの情報をメ

ールでやりとりしています。やはり青春時代のノスタルジアと重なってインドが忘れら

れないのですね。私も同じですが、インドの社会経済発展に関する研究テーマをいまだ

に追いかけています。時おり各地で講演をしますと、必ずインドの原子力政策について

の質問をうけます。私は「仮に 100万 kwの原発を 1 基、1日稼働させれば広島の原爆

3発分の核分裂物質が発生します」と答えます。要するに 1年間で約 1000個の原爆が

でき上がるという事ですので、その恐ろしさに愕然としてしまいます。経済発展の裏側

に積み上げられるこの恐ろしい事実に気がついた時、この詩集の叫び声を多くの人々に

届けなければならなくなります。 

 実際にはインドが今懸命に取り組んでいるのが、原発というよりは太陽光や熱、風力、

バイオマスなどの「再生可能エネルギー」の利用拡大計画です。たとえば、インドは「新

エネルギー省」を新設し、世界に先駆けて「国際太陽同盟」の盟主となり、熱帯の国々

のエネルギー利用のリーダーとして着実に実績を挙げてCOP21などでも世界的に高い

評価を得ています。このように歴史の時間は着実に進んでいますが、人間の心は変わり

ません。今後、インドで、ひとりもこんな悲しい原爆の犠牲者など出すことないように

念じながら、この詩集をインドの友人たちに紹介したいと思っています。 

 ご出版本当におめでとうございます、そしてありがとうございました。 
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“परमाणु बम क� छाया म�” 

の刊行を記念して 

 

溝上富夫 (Mizokami Tomio) 

 

H.チョードリー先生と三木雄一郎先生の共訳 परमाणु बम क
 छाया म
 の刊行を記念し

て、訳者のひとり三木先生を招いてのセミナーが開かれたのは、偶然 12月 8日－ま

さに原爆投下の最大の原因でもあり、日本の現代史で最大の事件「真珠湾攻撃」の日

―でした。そこにご出席の方々の中で、その瞬間この世に存在しており、その時点か

ら今日までずっと心臓の鼓動がやむことなく打ち続けている人というのは、私と和田

様の二人だけでした。広島の悲劇はその 4年後ですから、私にとっては、広島の悲劇

はそれほど古い出来事のように思えないのです。もちろん直接原爆の被害にあったわ

けではありませんが（これは全く偶然です。私が神戸でなく広島に生まれていたら、

犠牲になっていた可能性は極めて大です）、原爆体験者の経験を直接聞いたり、原爆

の映画を見たり、「はだしのゲン」を読んだり、歌を歌ったり・・・と少年時代、青

年時代を通じて広島の悲劇は私にとって日常的でした。 

 インド人はどうでしょう。確かに多くのインド人は原爆に関心を持っています。多

くのインド人にとって、東京に次いで知られている日本の都市は大阪や神戸ではなく

広島でしょう。日本へ来たら、広島へ行きたいというインド人は多いです。共訳者の

チョードリー先生もその一人でした。三木先生も同じ広島県（福山市）ご出身です。  

 インド人に関心の深い原爆に関する詩集をヒンディー語に翻訳・出版するというア

イディヤは素晴らしいことですが、原詩の感情をヒンディーで伝えるというのは簡単

な仕事ではありません。散文の翻訳と違って、一定のリズム感も必要ですし、文化の

違いもあって直訳のできない分野です。この困難を克服して、サーヒトヤ・アカデミ

ー（インド文学院）という権威ある組織から出版されたことに対してお二人の先生に

心からの敬意を表します。 

 翻訳の動機から、翻訳作業で経験された困難さを淡々と謙虚に語られる三木先生の

お話は非常に感動的でした。昔から学生達がよく提起していたヒンディーを学ぶ意義

（知識人のほとんどが英語を喋るインドで、ヒンディーの実用的価値はない、とか

の）についての議論なんか吹っ飛ぶものでした。 
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 インド人も原爆の悲劇について詩を書いています。有名なのは、バジパイ元首相の

「広島の苦悩」というもので、「この凶器を発明した人は、この悲劇を予測したの

か？」と迫る感動的な詩です。しかし、それは「詩人」としての感情であって、現実

の「政治家」として 1998年に核実験を強行したのは、そのバジパイ首相でした。国

連安全保障理事会や先進諸国はインドを激しく非難し、経済制裁を課します。インド

は当然激しく反発しましたが、日本に対してだけは比較的抑制的だったと言われてい

ます。やはり、唯一の被爆国という理解はあったのでしょう。いまでも、毎年 8月 6

日にはインドの国会は原爆投下の犠牲者に 1 分間の哀悼の意を表明してくれていま

す。しかし、現実の国際政治にあっては、インドは頑として、核拡散防止条約にも包

括的核実験禁止条約にも署名を拒否しています。にも拘わらず、巧みな外交力で、ま

ずアメリカからそして各国に続き、去る 11月に日本から原子力協力をとりつけるのに

成功しました。上の二つの国際協定を空洞化させかねません。このように、インド人

の、原爆の犠牲者に対する同情の気持ちと現実の核政策との間には大きな乖離があり

ます。外国の核の傘に守られていないインドとしてはやむを得ない事情もあるのでし

ょう。 

 原爆被害の詩を訳したからといって、インドが直ちに核実験停止に踏みこむことは

ないでしょう。しかし、一人でも多くのインドの読者がこの詩集を読んで心を動かさ

れ、反核の気持ちを持ってくれるだけでも、この詩集出版の意義は大きいと思いま

す。実際には、インド人は核の本当の恐ろしさを分かっていないのだと思います。

「文は武よりも強し」であってほしいです。 

 とても素晴らしいセミナーにご招待いただきまして、ありがとうございました。た

だ、これほど素晴らしいセミナーの利益は本来、将来を担う学生さんが一番享受すべ

きものであって、その割に出席者が少なかったことは惜しいなあと思いました。1回

のアルバイトや部活には代えがたい貴重なセミナーでした。 
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“परमाणु बम क� छाया म�”の出版おめでとうご

ざいます 

白井 桂 (Shirai Kei) 

 

 “परमाण ुबम क� छाया म	”の出版おめでとうございます。心よりお慶び申し上げます。 

翻訳の中でもとりわけ難しいとされる詩の翻訳、さらには詩の選択や分類や章立て、

そして出版に漕ぎつけるまでの交渉から校閲にいたる長い工程、さぞかしご苦労され

たことと拝察いたします。 

 翻訳者の一人、ハルジェンドラ・チョードゥリー氏とはインド留学時代からの知り

合いで、思い返せば 40年近くの付き合いになります。ご存じのとおり、詩集や短編集

を既に何冊か出し、文学的なセンスもヒンディー語の表現力も持ち合わせています。

私自身、必要に迫られて何編かの日本の詩をヒンディー語にしてみたことがあります

が、それをちゃんとした「詩」にしてくれたのは彼でした。ヒンディー語による原稿

などはいつも彼に直してもらっています。 

 もう一人の三木雄一郎氏とは直接面識がないのですが、高校で国語を教えられる傍

ら、ヒンディー語の教育や翻訳に携わり、日本文学にもヒンディー語・ヒンディー文

学にも精通されていらっしゃいます。翻訳においては既にウペンドラナート・アシュ

クの小説”िगरती दीवार
” （邦題『崩れる壁』）を出版されています。 

 このようなお二人が膝を付き合わせ、額を寄せ合って翻訳・編集された今回の詩

集、私のような者にとやかく言う資格はありませんが、まさにお二人の「血と汗の結

晶」と言っても過言ではないでしょう。文学作品の翻訳にはこうしたそれぞれの母語

話者、そして文学に精通している者同士の共同作業がいかに重要かは言うまでもあり

ません。 

 このような困難な作業を可能にしたのは、原爆の恐ろしさ・悲惨さ、それを使って

しまった人間の「悲劇」をインドの読者に伝えたいというお二人の熱意でしょう。そ

れは序文を読めば明かです。広島・長崎の名前は知っていても原爆の実態については

知らないインド人がほとんであるという現状において、今回の出版は本当に意義深い

ことだと思います。お二人が望まれるように、この詩集がウルドゥー語にも訳され、

同じ核保有国のパキスタンの読者の元にも届けられることを切に願っております。 
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 今年はアメリカの詩人アーサー・ビノード氏が日本語で書いた詩集『探していま

す』のヒンディー訳（”म� ढँूढ रहा �”ँ）も出版されました。また、先日は「日本文学作品

のインド公用語への翻訳の現状：受容と鑑賞及び選抜作品の原文訳文の朗読会」とい

う会も催されました。経済的な結びつきが徐々に強まっていくのに比し、文化面での

交流が立ち後れている昨今の日印関係において、こうした本の出版や催し物が続いて

いくことを祈って、私のお祝いとさせていただきます。 

 

2017年 12月 7日 
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原爆詩のセミナーに寄せて 

小磯千尋 (Koiso Chihiro)  

                       

 このたびはチョードリー先生と三木雄一郎先生による原爆詩の翻訳出版おめでとう

ございます。お二人の真摯な取り組みを拝見してただただ頭の下がる思いです。市井

の方たちの魂の叫びをまとめた詩を翻訳するという作業は並大抵の努力ではなかった

と思います。三木先生がおひとりおひとりの方々に翻訳の許可を願うお便りを書かれ

たというお話も胸に響きました。 

 チョードリー先生と三木先生お二人の長年にわたる深い信頼関係があってこそ実現

できたプロジェクトだと思います。 

本には広島と長崎の原爆投下について綴った123編の日本語の詩がヒンディー語に

翻訳されています。「パラマーヌバム・キー・チャーヤー・メン（原子爆弾の下

で）」のタイトルも秀逸です。峠三吉や原民喜などの著名な原爆詩人の作品ととも

に、終戦直後に広島の小学生たちが書いた作品や、在日コリアンの人たちが原爆を題

材に書いた詩なども幅広く取り上げたところに、お二人の志の高さを感じました。 

チョードリー先生は1994年、大阪外国語大（現大阪大）の教員として来日されまし

た。以前から核の問題に関心があり、原爆を題材にした詩を読み進められるうちに

「ヒンディー語に翻訳してインドで紹介したい」と思われたということです。原爆投

下から半世紀の節目といえる1995年8月6日に、三木先生と広島原爆資料館を訪れ、原

爆詩の翻訳への思いを強くされた経緯が本のまえがきに詳細に記されており、お二人

の関係が窺い知れ興味深かったです。 

チョードリー先生は1996年に日本を離れ、2010年に再び大阪大学の客員教授として

再来日され、三木先生の協力を得て翻訳に取りかかられました。休日などを利用し、

三木先生が日本語の詩をヒンディー語に直訳し、それをチョードリー先生とすり合わ

せをしながら手直しするという二人三脚で作業を進められたそうです。チョードリー

先生が2012年に帰国されるまでに翻訳作業をほぼ終え、推敲に推敲を重ねられ、2016

年8月に出版にこぎつけられました。チョードリー先生が日本におられるときに、原爆

詩を翻訳をされているというお話は伺っておりましたが、このような地道な作業を続

けられての翻訳とは知りませんでした。三木先生の緻密な翻訳術とチョードリー先生

の詩人としての言葉への繊細さがなし得た見事な翻訳だと思います。決して難解では

なく、平易ながら読む者の心の琴線を震わせずにはおかない技は見事だと思います。

涙なくしては読み進められませんでした。 

 インドで広く読まれることを確信しております。 
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『原子爆弾の下で』に耳を傾けよう 

 

松木園久子 (Matsukizono Hisako) 

 

 あれは小学校低学年の夏休みのことでした。宿題の読書感想文のために市立図書館へ

行った私は、偶然手に取った原爆の絵本に目が釘付けになり、気づけば通路で最後まで

読み通していました。溶けて流れる皮膚やぶら下がった目玉、やっとの思いで飛び込ん

だ川の水も熱湯で……。ただただ恐ろしく、気持ち悪く、見なければよかったと何度も

思いました。その図書館のそばを通るたび、胸が塞がる思いでした。1980 年当時、原

爆投下より 35 年。子どもの私にはピンと来ないほど長い年月で、高度経済成長を経た

豊かな社会からは戦争ははるか遠い昔のことのように思えました。そんななか突然目に

した原爆被害の惨状は、絵本とはいえあまりにショックでした。やがて自分の両親にも

戦争体験があり、祖父が戦死していたことを聞き、あの戦争は決して他人事ではなかっ

たのだと知りました。 

時は流れ、今日ヒンディー語の詩という思わぬ形で原爆を知ることになりました。『原

子爆弾の下で(परमाणु बम क� छाया म
)』の訳者ハルジェンドラ・チョードリー先生は、私

の修士課程での恩師です。当時、阪神淡路大震災やオウム真理教によるサリン事件が立

て続きに起こり、先生にとっての日本の思い出が暗いものになったのではと気がかりで

した。豊かで、平和な日本を見ていただきたいという思いが私にはあったのです。しか

し先生ご自身は三木先生の故郷でもあるヒロシマを訪問され、原爆の事実に目を向けら

れました。その後、日本の戦後の復興を讃えるとともに、若い世代は感謝しなければな

らない、と綴られたのです。先生の広く深い、日本へのまなざしを感じると同時に、私

自身にとっては戦後と自分をつなげてくれる言葉でもありました。 

『原子爆弾の下で』は、そんなチョードリー先生と三木先生だからこそなしえた大作

です。翻訳のご苦労ももちろんですが、原爆詩に向き合う責任の重さははかり知れませ

ん。一方我が身を振り返れば、戦争にも核の脅威にも鈍感になっている日常に気づかさ

れます。だからこそ、何度でも思い起こさなければならないのだと思います。私にとっ

ての原点はあの絵本でした。あれは知るべき現実の地獄であり、恐怖は必然だったと感

じるようになってからは、あの絵本との出会いに感謝しています。今『原子爆弾の下で』

を手にして、人々の心の叫びにしっかり耳を傾けたいと気持ちを新たにしています。そ

してこの本が一人でも多くの人のもとに届き、長く長く読み継がれることを、心から祈

っています。 
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 “परमाणु  बम क� छाया म�” 出版おめでとう

ございます 

長崎広子 (Nagasaki Hiroko) 

 

2016 年は、オバマ・アメリカ大統領が広島を訪問し、北朝鮮は核開発を進め、核を

めぐる国際情勢が先の読めない状況にあるなか、日本の原爆詩がヒンディー語に翻訳さ

れインド文学協会から出版された。この偉業を成し遂げた翻訳者ハルジェンドラ・チョ

ードリー、三木雄一郎、両氏に心よりお祝いを申し上げたい。 

ハルジェンドラ・チョードリー先生とは、創設間もない大阪大学外国語学部に客員教

授として赴任された際に、同僚として、厳しいながらも温かく日本人学生を指導される

そのお人柄に触れる機会を賜った。また三木雄一郎先生は、旧大阪外国語大学ヒンディ

ー語科をご卒業後高校で教鞭をとりながら、ウペンドラナート・アシュク作『崩れる壁』

の日本語訳という困難な仕事に果敢に取り組まれた尊敬する大先輩で、時折お会いした

際には穏やかな物腰で優しい言葉をかけてくださり、よく励ましをいただいた。そして

この度出版された原爆詩のヒンディー語訳は、お二人の不屈の精神力によって紡ぎださ

れた珠玉の詩集である。インドでは英語で海外文学に触れる人々が多く、ヒンディー語

翻訳による原爆詩の出版は、より多くの人々に原爆詩にこめられた思いを日本からイン

ドへ届けるという意味で、その功績は計り知れない。核保有国であり、原子力開発に力

を入れるインドで、さまざまな人々がこの一冊を手に取り、核の脅威を知ってほしいと

願うのは、世界で唯一の被爆国に生まれた私たちに共通の思いだろう。 

またこの出版は、大阪外国語大学と大阪大学のヒンディー語科の卒業生と在校生にと

って最高の贈り物となった。ヒンディー語科を卒業しても、ヒンディー語の知識を職業

として役に立てる機会が非常に少なく、翻訳で生計をたてることも難しいなかで、大学

からの卒業がヒンディー語学習の終わりではないことを、三木先生は身をもって示して

下さった。日本語からヒンディー語へ、しかも詩を翻訳することは、ヒンディー語の小

説を日本語に翻訳するよりもはるかに困難な作業である。日本語の原爆詩の味わいをき

ちんと残しながら、自然なヒンディー詩として紡ぎあげられた本作は、三木先生とチョ

ードリー先生が渾身の力を注がれたものである。たとえ険しい道であっても、これから

もヒンディー語の卒業生がお二人に続いていかれることを願っている。核のない平和な

世界を願いつつ、出版のお祝いの言葉に代えさせていただく。 
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जापानी �हदंी क�ानुवाद “परमाणु बम क� छाया म�” 

क� अनवुाद���या और अनुवादयोजना क� पृ�भूिम पर 

कुछ िनजी "ट$पिणयाँ  

 

डॉ. हरजे�� चौधरी  

 

              िम@ो!  सबसे पहले मC आप सब के �ित अपनी कृतeता !^ 

करना चाहता f ँ�क आप लोग भारत म� छपी इस पु4तक पर यहाँ ओसाका म� संगो&ी 

कर रह ेहC। इस संदभE म� मC अपने पौने चार दशक पुराने िम@ ताकाहािश जी का िवशेष 

]प से आभारी f।ँ यह पु4तक आज से लगभग चार महीने पहले, अग4त के पहले सTाह 

म� सािहKय अकादमेी Xारा �कािशत क� गई थी। भारत म� अभी तक इस पु4तक को लेकर 

औपचा(रक लोकापEण या िवचार-िवमशE जैसा कोई आयोजन नहJ हो पाया ह,ै इसिलए 

यहाँ जापान म� हो रही इस संगो&ी का िवशेष ऐितहािसक महkव ह।ै  

       आज मC आपको एक खुले राज़ क� बात बताता f।ँ हम भारतीय लोग दिुनया म� 

कहJ भी बस जाएँ, भारत सदा हमारे �दलB म� बसा रहता ह।ै हम कहJ क� भी िम`ी और 

हवा-पानी के बलबूते फल-फूल रह ेहB, हमारी जड़� भारत क� ज़मीन म� ही गड़ी रहती 

हC। दिुनया-भर के अनेक दशेB म� बसे भारतीयB के िलए, कम से कम उनक� पहली-दसूरी 

पीढ़ी के िलए भारत एक 4थायी संदभE बना रहता ह।ै मेरे िलए भी रहा ह।ै अपने पहले 

जापान-�वास के दौरान के कुछ अनुभवB का िज़# करके अपनी बात 4पm करना चाहता 

f।ँ ओसाका िव-िव.ालय के मेरे तKकालीन सहकdमEयB को याद होगा �क 1995-1996 

के दौरान जापान क� दो �ाकृितक आपदाA ने िवशेष ]प से हमारा 5यान खJचा था। 

जापान के एक बड़ ेटापू पर पानी क� ज़बदE4त कमी के कारण एक बड़ी आबादी संकट�4त 
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थी और दसूरे कोबे के महाभूकnप ने भयंकर तबाही मचाई थी। तब भारत म� िबजली या 

पानी क� कमी जैसी सम4याए ँआम थJ, पर जापान म� जल-अभाव का होना सnभवतः 

एक असाधारण घटना थी। 1996 म� अपनी �ा5यापन-अविध पूरी करके भारत लौटने से 

पहले तKकालीन ओसाका िवदशेी भाषा िव-िव.ालय Xारा छापे गए संिZT ‘फ़�डबैक’ 

म� जापान म� :ई पानी क� कमी का िज़# करते :ए मCने (ट*पणी क� थी �क एक युवा 

जापानी िव.ाथq िजस दशे क� भाषा क� पढ़ाई करता ह,ै उसे उस दशे को ठीक से समझने 

के िलए वहाँ के लोगB क� सम4याA के �ित जाग]क व संवेदनशील होना चािहए। �कृित 

हमेशा �कसी पर मेहरबान रह,े यह ज़]री नहJ ह।ै वह सम4त �ािणयB पर अपने संसाधन 

लुटाती भी ख़ूब ह ैऔर कभी-कभी आपदा बरपा कर उनका सब कुछ लूट भी लेती ह।ै 

भौगोिलक ]प से जापान टापुA का दशे ह,ै साथ ही यह भूकnपB वाले दशे के ]प म� भी 

जाना जाता ह।ै 17 जनवरी 1995 को सुबह लगभग पौने छह बजे आए हाँिशन-महाभूकnप 

के िवनाशक �भावB का एक सीमा तक मC भी साZी रहा f।ँ  

          जापान म� रहते :ए भारत मेरे िलए एक 4थायी संदभE इस ]प म� बना रहा 

�क इस तरह क� तमाम घटनाA के बाद मुझे हमेशा tयाल आता था �क य�द   भारत म� 

ऐसा हो तो uया होगा। कोबे वाले भूकnप जैसा कोई भूकnप बीस के बजाय केवल दस 

सैक� ड के िलए �द+ली जैसे शहर को िहला डाले तो िनिvत ह ै�क मृतकB क� संwया पाँच-

छह हजार नहJ, बि+क लाखB म� होगी।  

         मनुNय �कृित को आंिशक ]प से ही िनयंि@त कर सकता ह,ै इसिलए �ाकृितक 

आपदाA के िलए उसे पूरी तरह िज़nमेदार नहJ ठहराया जा सकता। परंतु कुछ 

गितिविधयB के िलए शत-�ितशत मनुNय ही उxरदायी होता ह।ै युI और उसके 

फल4व]प होनेवाले िवनाश का पूरा दाियKव मनुNय का ही ह।ै िहरोिशमा-नागासाक� 

पर िगराए गए परमाणु-बमB से होने वाले महािवनाश के उxरदाियKवB से भी उसे मु^ 

नहJ �कया जा सकता। 06 अग4त 1995 को मC िम�क यूइिचरो जी के साथ िहरोिशमा 

गया। वहाँ के शांित-सं�हालय को दखेने के बाद परमाणु बम Xारा बरपाए गए कहर के 

बारे म� जानकारी म� तो इज़ाफ़ा :आ ही, मेरे भीतर यह िवचार भी कyधा �क अगर 

परमाणु-सnपL भारत म� �कसी लापरवाही या युI के फल4व]प परमाणु-िव4फोट हो 
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जाए तो �कतना अभूतपूवE महािवनाश हो सकता ह।ै तब भारत परमाणु-शि^-सnपL 

दशे था, पर पा�क4तान नहJ। भारत ने सन 1974 म� अपना पहला परमाणु-परीZण �कया 

था और 1998 म� कुछ और परीZण �कए। इसके कुछ सTाह बाद हमारा पड़ोसी 

पा�क4तान भी 1998 म� ही, िनरंतर छह परमाणु-परीZण करके घोिषत ]प से परमाणु-

शि^-सnपL दशे बन गया। आज दिZण एिशया के ये दोनB दशे नािभक�य अGB से लैस 

हC और इनके बीच 1यूनािधक तनाव �ायः बना रहता ह।ै �कसी लापरवाही या गnभीर 

चूक से परमाणु-दघुEटना क� आशंका के अलावा युI क� ि4थित म� एक-दसूरे के िवHI या 

�कसी आतंकवादी समूह Xारा परमाणु हिथयारB के �योग क� आशंका िनरंतर बनी ही 

रहती ह।ै यूँ तो ऐसी आशंकाएँ िव-!ापी हC, पर वतEमान हालात को दखेते :ए दिZण 

एिशया के मामले म� कहJ अिधक गहरी हC। आप समझ सकते हC �क मुझ भारतीय के िलए 

भारत यहाँ भी 4थायी संदभE के ]प म� सामने ह।ै  

           िम@ो! दिुनया म� कहJ भी युI uयB हो? िवनाशक अG-शGB का िनमाEण 

और इ4तेमाल uयB हो? िहरोिशमा-नागासाक� जैसी @ासदी क� पुनरावृिx uयB हो? 

इसी �{ाकुल-वैचा(रक पृ&भूिम म� िहरोिशमा-नागासाक� सnबंधी जापानी किवताA 

को �हदंी म� अनू�दत करने क� यह योजना बनी और पूरी :ई। िम�क जी मेरी इस योजना 

को िसरे चढ़ाने के िलए सहषE तैयार हो गए। उ1हBने अनेक |ोतB से मूल किवताए ँखोज-

खोजकर उनको �हदंी म� अनू�दत करना शु] �कया। मCने बीच-बीच म� अँगरेज़ी के च*पुA 

के सहारे अनुवाद क� नाव को आगे बढ़ाने क� कोिशश क�। �फर ओनोहारा-िहगािश म� 

लnबी-लnबी बैठकB म� सुदीघE िवचार-िवमशE के फल4व]प हम किवताA के �हदंी-

अनुवाद को लगभग अंितम ]प दनेे लगे। ऐसा नहJ ह ै�क मC और िम�क जी अनुवाद के 

पहले या दसूरे �ा]प पर हमेशा सहमत रह ेहB। कभी मेरे िलए जापानी सोच के �कसी 

�बंद ुया संदभE तक प:चँ पाना दभूर हो जाता था तो कभी िम�क जी को �हदंी क� कोई 

अिभ!ि^ जापानी मूल से कुछ दरू हटी :ई या ब:त दरू िछटक� :ई जान पड़ती थी। 

कभी िम�क जी के दढ़ृ संक+प के आगे हार मानकर मुझे भाषायी ख़ूबसूरती का मोह 

Kयागना पड़ता था और कभी-कभी जापानी मूल के करीब पड़ने वाले मेरे �हदंी ]पांतरB 

के बदले िम�क जी शaदशः अनुवाद के आ�ह को छोड़ दतेे थे। कभी एक-एक पंि^ कई-



18 

 

कई घंटे खा जाती थी तो कभी कोई जापानी किवता एक घंटे से भी कम समय म� अंितम 

और संतोषजनक �हदंी-]प म� अवत(रत हो जाती थी। इस तरह सहमितयB और 

असहमितयB के बीच िवचार-िवमशE करते :ए हमने अंितम व अभीm रा4तB क� खोज 

क�। मेरे जापान रहते यह िसलिसला 2010 से 2012 के दौरान लगभग पौने दो साल 

चला। इसी दौर म� िम�क जी ने अनेक 4वKवािधका(रयB से सnपकE  साधने व अनुमित �ाT 

करने का !ावहा(रक दाियKव भी िनभाया। मेरे भारत लौटने के बाद अनुवाद-कमE का 

िसलिसला ई-मेल संदशेB Xारा चलता रहा। अंततः िसतnबर 2013 म� हमने लnबी भूिमका 

व रचनाकारB के संिZT प(रचय सिहत 123 किवताA क� पा}डुिलिप तैयार करके 

�काशनाथE सािहKय अकादमेी के सुपुदE कर दी। लगभग तीन वषE लnबी �तीZा के बाद 

अग4त 2016 के पहले सTाह म� पु4तक छपकर आई और आज 08 �दसnबर, 2016 को 

इसपर आप ओसाका म� िवचार-िवमशE कर रह ेहC। ताकाहािश जी Xारा �4तुत मेरे इन 

शaदB को आप अपने इस आयोजन म� मेरी स�#य भागीदारी समझ�। आप सबका हा~दEक 

आभार!   
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『原子爆弾の下で』翻訳の背景と作業を

振り返って      （日本語訳） 

 

ハルジェンドラ・チョードリー  

(Harjender Chaudhary) 

 

    みなさん。まず始めにインドで刊行されたこの翻訳について、みなさんが大阪で

セミナーを開かれることについて、お礼を申し上げます。40 年も昔からの私の古い友

人である高橋さんには感謝しています。この本は、今から 4ヶ月前の 8月の最初の週に

インドの文学アカデミーから出版されました。インドではまだこの本について公式の記

念式典や研究会は開かれていません。ですから日本で開かれる今回のセミナーには、特

別の歴史的意味があると考えています。 

 これから、「公然の秘密」ということについて少しお話しようと思います。私たち

インド人は世界のどこにいても､インドのことを忘れることがありません。どこの土地

や空気の中で生きていても、その根っこは常にインドにあります。世界中の多くの国に

暮らしているインド人にとって、少なくとも一世や二世の世代の人にとって、インドは

どんなときでも変わらない原点になっています。私にとってもそうでした。私が最初に

日本に暮らしたときの自分の経験を基に詳しくお話ししましょう。大阪大学の当時の同

僚の先生方は覚えていらっしゃるでしょうが、私が日本に最初に滞在した 1995年から

1996 年の間に起こった二つの悲劇的事件を思い出します。一つは水不足で多くの人々

が苦しんだこと、そしてもう一つは神戸を廃墟にした大地震でした。その頃は、インド

では水や電気が不足するという問題が日常的にありました。しかし、日本で水が足らな

くなるというようなことはまず起こりえないことでした。1996 年に勤務を終えてイン

ドに帰国する際に､当時の大阪外国語大学から発行されていた「ひろば（外大ニューズ

レター）」に私は水不足のことにふれてこう書きました。「若い日本人学生が自分が勉

強している言葉が話されている国のことを理解するためには、その国の人々の問題につ

いて目を向け、共感できるようでなければなりません」と。自然は人に常に優しいとは

限りません。自然はすべての人間にその資源を惜しみなく与えます。しかし、時に災い

を及ぼしすべてを奪い去ってしまうこともあります。日本は島国です。また地震国でも

あります。1995年 1月 17日の朝、5時 45分に起こった阪神淡路大震災の一端を私自

身も経験しました。 



20 

 

     日本で暮らしていてもインドが常に私の根幹にあったことから、こういったすべ

ての出来事の後、もしインドで同じようなことが起こったらどうなっていただろうとい

つも考えたものでした。神戸のような大地震が 20秒どころかわずか 10秒であっても、

もしデリーを襲っていたなら犠牲者は数千人ではすまず、おそらく何十万人という数に

なったでしょう。      

 人間が自然をコントロールできるのは、ほんのわずかに過ぎません。ですから自然

災害について人間にすべての責任を負わせることはできません。しかし、人間に 100%

の責任があるような事柄も中にはあります。戦争やその結果としての破壊についての責

任はすべて人間にあります。広島と長崎に落とされた原爆によってもたらされた惨劇の

責任を人間は逃れることはできません。1995年 8月 6日、私は三木雄一郎さんと一緒

に広島を訪ねました。広島の平和記念館を見たあと原爆が招いた悲劇についての知識は

確かに増えました、と同時に核兵器を保有するインドで何らかの不注意、あるいは戦争

の結果として核爆発が起こったら、それまでに経験したことのないような大破壊が生じ

るのではないかという恐れが私の胸中に広がりました。その頃、インドはすでに核兵器

保有国でした。しかし、パキスタンはまだそうではありませんでした。インドは 1974

年に最初の核実験を行いました。1998 年にもさらに実験を実施しました。その数週間

後、隣国のパキスタンも 1998年に続けざまに 6回の核実験を行い、自らも核兵器保有

国であることを明らかにしました。現在、南アジアのこの二つの隣国は破滅的な核兵器

を配備し、両国間には多かれ少なかれ緊張関係が続いています。何らかの不注意あるい

は重大なミスによって核事故の恐れがあるだけではなく、戦争が勃発したり、あるいは

テロリスト集団による核兵器の使用という懸念が常につきまとっています。こうした恐

れは世界中にあります。しかし、現在の状況を見ると南アジアの問題がもっとも危険で

はないでしょうか。この問題についてみても、インドが私のものを考える際の基準にな

っていることがおわかりいただけると思います。 

    みなさん、世界にはどうして戦争が起こるのでしょうか。人間は破滅的な核兵器を

なぜ作り、またなぜそれを使用するのでしょうか。広島と長崎のような悲劇が再び繰り

返されるようなことがあるのでしょうか。この終わりのない疑問を背景にして、広島と

長崎についての日本語の詩を翻訳するというこの試みが完成しました。三木さんは私の

この計画を達成させるために喜んで協力してくださいました。三木さんは手立てを尽く

して、原作を探し出し、ヒンディー語への翻訳を始めました。私は英訳という櫂の助け

を借りながら翻訳という船を前に漕ぎ進めるよう努めました。そして、小野原東の私の

宿舎での長い共同作業の果てに、私たちはこの詩のヒンディー語訳という仕事にほぼ最

終的な姿を与えることができました。 

 私と三木さんが、日本語の詩からヒンディー語の詩へとその姿を変えていく過程で、

常に意見が一致していたということではありませんでした。ときに私にとって日本人の

考え方を理解し、その背景にあるものを捉えることが難しいことがありましたし、三木
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さんにとってヒンディー語の表現が元の日本語と遠く離れてしまっていると思えるこ

とがありました。あるときは、三木さんの強い主張の前に私が譲歩し、ヒンディー語に

とっての言語の美しさを犠牲にせざるを得ないことがありました。また、三木さんが日

本語に忠実な翻訳をあきらめざるを得ないこともありました。一行を翻訳するのに何時

間もかかることもありましたし、一時間もたたないうちに一編の詩を満足できるヒンデ

ィー語に翻訳し終えることもありました。こうした見解の一致と衝突とを繰り返しつつ

議論を重ねながら、私たちは最後のそして望ましい姿への道を辿っていきました。私が

2010年から 2012年に日本に滞在する 2年近くの間、この作業が続きました。この間、

三木さんには版権所有者である方々と接触して翻訳出版の了解をえるための実務作業

を引き受けていただきました。私がインドに帰ってからは、翻訳作業は電子メールを介

して続けられました。そして、2013 年の 9 月に長い序文と原作者についての短い紹介

文を付して、123編の詩の翻訳原稿をインド文学アカデミーに託しました。それから 3

年近くの長い時を経て、2016年 8月の最初の週に本は出版されました。本日、2016年

12 月 8 日、みなさんは大阪で意見を交わしていらっしゃいます。みなさんが意見を交

わすその場に、高橋さんによって私の言葉も届けられることでしょう。私からの深い感

謝の心とともに。 
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読者の皆さんへ 

 

三木雄一郎 (Miki Yuihiro) 

 

 皆さん、こんにちは。大阪府立大正高校で国語の教師をしております、皆さんからみ

ると遠い先輩にあたる三木雄一郎と申します。どうかよろしくお願いいたします。私が

大阪外国語大学のヒンディー語科に入学したのは 1977 年（昭和 52 年）でして、昭和

は遠くなりにけりですが、40 年ほどの歳月も過ぎ去ってみるとあっという間のことの

ように思えます。当時は今日お越しの溝上先生が三十台半ばでまさに油の乗り切った少

壮の助教授。全身から知恵とエネルギーをほとばしらせておられ、課外では気さくに学

生に話しかけられる一方、授業ではびしびし生徒を鍛えるたいへん厳しい先生でいらっ

しゃいました。また２年上の学年には高橋先生がおられて、当時マーラヴィーヤ先生と

いうインド人の先生がいらっしゃり、私たち学生は男女の区別なく君づけでよばれまし

たが、高橋先生だけはさんづけされていて、ヒンディーの作文の授業でわからない言葉

が出てくるとそのインド人の先生が「高橋さんに聞いてみよう。高橋さんはなんでも知

っている、サブ・クチュ・ジャーンテー・ハエン」というすでにして伝説のような方で

した。そういうたいへん優秀な尊敬すべき先生方や諸先輩、友人に恵まれて、私もヒン

ディー語科の王道を歩み、学部で 6年間ヒンディーを勉強する機会に恵まれました。そ

の後、大阪府立高校に就職してからも、性懲りもなくと言いますか、下手の横好きで、

趣味としてヒンディー小説の翻訳の真似事などをしてきて、気がついてみればこの年に

なっていたという次第です。 

 本日はハルジェンドラ・チョードリー先生との共訳でこの 8月にインドで出版されま

した「パラマーヌバム・キー・チャーヤー・メン」について、翻訳出版に至る経緯とそ

の過程で私の感じたことをお話したのちに、この本には載っていない長崎での被爆体験

を題材とした俳句をご紹介して、翻訳の実際に触れていただければと考えています。 

 話は 1995 年、今から 21 年前にさかのぼります。皆さんはまだご幼少の砌というこ

とになりましょうか。チョードリー先生は当時の大阪外国語大学、外大のヒンディー語

科の外人教官を務めておられましたが、8月 6日に広島を訪ねたいので三木君、君は広

島県出身なのでぜひ案内してほしいとおっしゃいます。インドの知識人は核の問題につ

いてたいへん関心の高い方が多く、広島・長崎というのはある種の聖地になっていて、

日本へ来たからにはぜひ訪れたい場所のひとつになっているようです。そこでまず前日

の 8月 5日に私の故郷、広島県東部の福山市の果てにある農村に来ていただきました。
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持ち前の好奇心を発揮して村の中をあちこち歩き回られるものですから、当時田舎では

外国人の姿を見ることはまだ珍しく、ましてインドの方がわが村を訪ねるなど初めての

ことですから、あの人はいったい何者だと方々で怪しまれる一幕もありました。その日

は家に泊っていただき、翌日の朝広島へ向かいました。ところがそれほど楽しみにされ

ていたにもかかわらず、翌 8月 6日の朝私が寝坊するかどうかして出発が遅れ、広島の

平和記念公園に到着したときにはすでに式典は終了していました。そのときのことを、

この本の序文にも「広大な公園には空いた椅子がむなしく並んでいた」と書かれている

んですが、どうもその「むなしく」という辺りにチョードリー先生の無念さと私に対す

る恨めしい気持ちがこもっているようで、読むたびに胸がちくっといたみます。その後、

ふたりで原爆資料館を見学したのですが、ひとつひとつの展示物に足をとめて非常に熱

心にご覧になっていました。よほど、そろそろ出た方がよくありませんかと口元まで出

かかったほどです。そのあと、宮島へも参りましたが、原爆資料館で時間をかけたので、

島にわたったときにはさすがに長い夏の日もかげってきていたのを覚えています。この

95 年夏の広島訪問でチョードリー先生が非常な感銘を受けられたことはわかりました

が、そのときは原爆詩の翻訳というような話も出ることはなく、翌 96 年３月に先生は

インドに帰国されました。 

 次に来日されたのが 6 年前、2010 年です。このときはもう外大でなく、皆さんと同

じ阪大ですね。チョードリー先生も最初の来日のときは、奥さんと二人の小さい子供さ

ん同伴でそのお世話もあってお忙しそうでした。もう時効でしょうから申し上げますが

内緒でラーメンを召し上がったときも、これは奥さんには絶対言うなと口止めされるな

ど色々気をつかわれる場面も多かったようです。でも２度目はいわゆる単身赴任で自由

になる時間をたっぷりもたれていましたし、多少暇を持て余されるということもあった

かもしれません。で、来られてすぐ 4月か 5月に小野原のお宅に御挨拶に伺いますと、

早速その時に「広島・長崎の原爆に関する詩をヒンディーに翻訳したい。そのような訳

詩集は英語にはあるが、ヒンディーではまだ見ないし、たいへん有意義なことと思う。

今度日本へ来るにあたって、友人たちからも強く勧められているのでぜひ協力してほし

い」と言われました。ま、正直弱ったなと思いました。日本語からヒンディーへの翻訳

となると、ヒンディーから日本語への翻訳にくらべて何倍もたいへんで、正直それほど

の力は自分にないし、身も蓋もない言い方をしますと面倒くさいじゃないですか。「う

ーん」と思ったけれど、わずか３分後ぐらいにはあえなく説得されていました。忙しい

とか何とか言って断ればよかったんですけど、なぜ「はい」と言ってしまったのか、そ

の理由を後付けになりますがいくつかあげてみます。まずは原爆詩をヒンディー語に翻

訳して紹介することは単純に考えてよいことだろうということです。外国の方が原爆の

問題に関心を持たれるのはありがたいことだし、さらに詩の翻訳まで思い立たれるのは

たいへん志の高いことだと思いました。一方わが身を振り返りますと学生時代はもちろ

ん、その後もヒンディーの小説の翻訳などをする過程で多くのインド人にお世話になり
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ました。しかも一方的にお世話になるばかりでしたので、少しは恩返しをしなきゃいか

んのじゃないかと考えたことがあります。それと先に申しましたように私は広島県の出

身でして、小学校の頃には夏休み中 8月 6日に登校日というのがありまして、その日は

朝礼で校長先生から午前 8時 15分、20数年前の今日この時刻広島に原子爆弾が投下さ

れましたというような話をずっと聞かされてきました。私自身とりわけそういう問題に

関心があったわけでもありませんし、原爆資料館を訪れたのもチョードリー先生をご案

内したときが初めでというぐらいぼんやりした人間ではあるのですが、それでも核兵器

はなくすべきだというごく素朴な考えはもっていました。先生の方も、私のそういう気

持ちまでつかんだ上で、説得にかかっておられるわけです。ですからちょっと断りにく

いんです。さらに、ここでもし断ったら先生がどう思われるだろうか、ということも考

えました。私がだらしない人間と思われるのはよいとして、戦後生まれの日本人の核や

原爆についての意識はその程度のものかと思われる惧れがないでしょうか。広島や長崎

には、有名人でないごく普通の市井の人で表には出てこないけれど被爆についての深い

思いを抱いて生きておられる方が今も大勢いらっしゃるだろうと想像できます。私が断

ることで、ひょっとするとそうした方々の思いを置き去りにすることになるかもしれな

いわけです。ま、そこまで言うと少し大袈裟すぎるにしても、日本人は勤勉だと聞いて

いたが肝心のときに寝坊するだらしない奴もいる、ということでそうでなくても評判を

落としていますので、私のせいでこれ以上日本の印象を悪くしないためにも、ここはお

引き受けするよりないだろうと考えました。私たちが自分なりに抱くある国のイメージ

や国民の像はたまたま接する機会のある個人を通して形作られる場合が多いと思いま

す。それを裏返せば、相手もまた私たちという個人を窓として、日本という国をうかが

い、日本人像を描こうとしていることになります。もっとも外国語学部の学生として日

ごろから色々な国の方と接しておられる皆様には、このようなことはことさら申し上げ

るまでもなく、すでにお気づきのことに違いありません。少々素朴で無邪気すぎるもの

ではありますが、以上が原爆詩の翻訳に協力しようと思った動機のようなものです。 

 次に具体的な翻訳作業の進め方について、お話します。ひと口に原爆詩と申しまして

もチョードリー先生はもちろん私もまったく知識がありませんから、まずは資料探しか

ら始めました。学生時代からなじみの、市内西区の西長堀というところにあります大阪

市の中央図書館を訪ねました。原爆関係というとやはり古いものが多く、1970 年ごろ

大原三八雄さんという方の編集された「日本原爆詩集」という本、それからチョードリ

ー先生は英語がご堪能ですから、やはり大原さんの「英訳原爆詩集」、そして比較的新

しいもの、といっても 1998年の出版ですが、吉永小百合さんによる朗読で有名になっ

た「小さな祈り」「第二楽章」という絵入りのきれいな二冊の詩集があります。これら

を手当たり次第に借り出して、ぼつぼつ翻訳を始めました。吉永さんが朗読された詩を

今ヒンディーに直している、そう思うだけで結構満たされる気分でしたね。学校をさぼ

ってまでアイドルのコンサートへ出かけるけしからん生徒の気持ちが少しだけわかる
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気がいたしました。だいたい二週間に一回のペースでチョードリー先生の小野原の宿舎

へ私がお邪魔するという形で 2010 年５月から 12 年 2 月まで、ほぼ 2 年近くにわたっ

て翻訳作業を続けました。辞書をたよりに私が日本語から直訳したものにチョードリー

先生が手を入れて、というよりも大胆にメスをふるって、それはそれは見事なヒンディ

ー語の詩に仕上げてくださいます。ですから私の下訳は、それこそ完膚なきまでに叩き

のめされてほとんど原形をとどめることはありませんでした。その際たいへんお世話に

なりましたのが本日メッセージを頂戴しました古賀勝郎先生の編纂された「日本語・ヒ

ンディー語辞典」です。私どもが学生の頃のヒンディー語作文というと、まず「和英辞

典」で英語を出して、それから「英語・ヒンディー語辞典」を引く、というたいへん手

間のかかる作業をしておりました。今日は学生の皆さんが立派なヒンディー語で司会を

したり、発表したりして会の運営にあたって下さっていますが、その原稿はどのように

して準備されたのでしょうか。私どもの頃は、「和英」「英ヒン」と二つの辞書を引いて

いるうちにどんどん意味がずれていって、前の晩苦労してようやく仕上げたものを教室

で発表すると、インド人の先生から酔っぱらって書いたのか、と毎回こてんぱんにやっ

つけられるというまるで漫画のようなことをしておりました。ですが、今はそのような

苦労をすることなく、まずほとんどの単語が引けて、しかもどんぴしゃりの訳語が出て

くるという思えば魔法のような辞典を手にすることができたのです。この宝物をどれだ

け使いこなせたかはともかく、この古賀先生の辞典なくして詩の翻訳など到底不可能で

あったことを申し上げ、この場をお借りして心からの感謝の念を捧げたいと思います。

ふたりで夢中になって辞書をひいてああだこうだと言いあっているうちに、小野原東の

バス停から最終バスの出る時刻を過ぎてしまい、ひと晩泊って、朝飯も食わずに出勤す

るという間抜けなこともありましたが今となっては楽しい思い出です。 

 この詩集には 123編の詩を収めています。先ほどお話した「日本原爆詩集」に載って

いる峠三吉さん、原民喜さんといった有名な作者の、原爆詩としては定番ともいうべき

作品をほぼ訳しおえた段階で出版にむけての準備にも着手しました。翻訳開始から８カ

月ほど経った 2011年の年明けから著作権の許諾を得るために、作者がご存命の場合は

ご本人、すでに鬼籍に入られている方が多いのでたいていはご子息の方々にお手紙を差

し上げました。連絡先の不明な方も多いのですが、２１名の方からお返事をいただきま

した。要は翻訳詩集をインドで出版したいので著作権の使用を無料で許可してほしいと

いう虫の良いお願いだったのですが、ほとんどの方が快諾してくださり、励ましのお言

葉まで頂戴し、気持ちも奮い立ちました。また私どもの知らない作品や本のあることも

教えていただきました。たとえば東京のコールサック社という出版社から 2007に出た

「原爆詩 181人集」という本がそれです。この本は峠三吉さん、栗原貞子さんといった

昔の著名な方だけでなく、現代の詩人、それもほとんど世にその名を知られていないけ

れどこつこつと詩作に励んで同人誌などで発表しておられる方の作品を数多くとりあ

げ、また在日コリアンの方による作品なども収録していて、原爆詩集として非常に網羅
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的な内容になっています。私どもの翻訳詩集には 86名の作者による 123編の詩を収め

ていますが、作品の選択が多少なりとも各方面に目配りできたものになっているとすれ

ば、この本に負うところが大きかったと思います。さらにまたご自分の詩集をご恵贈く

ださる方もあり、そこからもいくつか選ばせていただきました。こうしてさらに翻訳を

進めていき、2012 年 3 月にチョードリー先生がインドへ帰国されるときにはほぼすべ

ての作品について一通りの訳を終えていました。 

ただしその際先生は、原稿はできても出版に至る道は決して平坦ではない。日本のよ

うにスムーズに運ぶと思うな。インドでは足を引っ張ろうとする人がいっぱいいる。だ

から気長に待て、ということを繰り返し強調されました。その言葉通り、待てど暮らせ

どなかなか吉報は入りません。ひとつ希望の持てそうな出版社も結局ダメになりました。

こちらは、果報は寝て待てなどと呑気なメールを送りましたが、交渉にあたるチョード

リー先生のご苦労は並大抵でなかったはずです。その間には、原作者のおひとりがご高

齢のため亡くなったという知らせが届き、その方のお嬢さんからのお手紙に「（その後

翻訳の）進行具合はいかがですか、国も違えば思うようにいかないでしょうね」という

ようなことが書かれています。こちらも事情を説明したいのは山々ですが、それを言え

ばかえって言い訳としか受け取られかねず、たいへん申し訳なくつらい思いをいたしま

した。先生が帰国されて１年以上経った 2013年 7月頃、ご尽力がみのり、サーヒティ

ヤ・アカデミーに原稿を手渡し、さらに年が明けて 2014年を迎えてから、同アカデミ

ーと出版の契約を交わすことができました。ところが、これで安心と思ったのが間違い

で、その後２年以上も目立った動きはありませんでした。ひょっとすると立ち消えにな

るのかなと疑心暗鬼になりかけていたころ、今年の４月でしょうか、いきなりチョード

リー先生から「いよいよ原稿を印刷に回すことになった」とメールが入ってびっくりし

ました。その後はもうすぐにゲラが送られてくる、略歴をかけ、表紙の写真はどれがい

いか聞かれる、という具合に一気にことが進みました。日本的な感覚だと契約を交わし

て以降の 2年間は何だったのかなということになるかもしれませんが、インドには日本

と違う別の時間の流れがあるのだということが実感できて、後で思えばとてもいい経験

ができました。物事がスムーズには進まず、必ず途中で行き詰ったり、停滞したりする、

でも最後には何とかなる、それがインドだというような話を聞いたことがありますが、

まさにその通りでした。もちろんそれとてチョードリー先生のご努力と奔走があってこ

そのことで、本当にここまでよくこぎつけて下さったと感謝しています。私の正直な思

いとしては著作権の関係で大勢の方々に「インドでの出版を早期に目指しています」と

いうお手紙を出した手前、チョードリー先生が帰国されてからの４年間というもの常に

そのことが、魚の小骨がいつまでも喉にひっかかったような感じになっていただけに、

ようやくこれで嘘つきにならずにすんだ、手紙を出した方々にどうにか顔向けできると

胸をなでおろしたというところです。 

さて、今年 8 月初めに本が出て、夏休みを利用して６日間だけですがデリーへ出向
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き、先生と再会を果たし、100冊の本をトランクと向こうで買ったリュックサックに詰

め込み、それを背負って帰ってきました。チョードリー先生には重いから郵送させてほ

しいと頼んだのですが、大丈夫、これぐらい運べなくてどうする、と一蹴されました。

どうも私は人から強く出られると、すぐにまあいいかと折れてしまうところがあるよう

です。成田空港で何かの密売人に間違えられて止められるんじゃないかと心配でしたが、

あまりに哀れな姿だったのか係官からは見向きもされませんでした。ヒンディーの本だ

けをそのまま原作者やそのご家族にお送りしても、何のことかわからないでしょうから、

序文と目次、原作者略歴を日本語訳した冊子を別に用意し、どれがその作者の作品かわ

かるようにして、訳詩集と合わせて、連絡先のたどれる限り、54 名の方にお送りしま

した。お手紙によるものだけでも 30名を越える方からお返事をいただきました。たい

へん失礼な言い草になりますが、予想以上に反響があったと感じました。ご自身が被爆

体験をお持ちの原作者はもうほとんど亡くなっていて、お返事をいただいたのは多くは

詩集で申しますと第９章と 10章、1980年以降に書かれた詩の作者の方々です。詩人と

して、一般には名前の知られていない方がほとんどです。原爆詩としては比較的新しい

ものになりますがそれでも作者の年齢は 70 代、60 代が多く、50 代なら一番若い部類

です。ご自身に被爆の経験のない方がどういうわけで広島・長崎をテーマにした詩を書

かれるのか、実は翻訳しながらいくらか疑問に思っていましたが、数々のお手紙を拝見

してそのわけが少しずつわかってきました。ここでは戦後島根県浜田市にお生まれにな

ったある女性の詩人から届いたお便りに書かれていたことをご紹介します。この方が幼

い頃、しばしば周囲の大人たちが８月６日には中国山地をはさんで東の空に二度の朝焼

けを見て不思議がったという話をしていたそうです。またこの女性詩人のお父様は原爆

投下の一週間前に突然軍から除隊命令を受けて広島から帰ってこられましたが、それま

で毎朝あの時間、軍の仕事で原爆ドームの傍を通っておられ、不思議なことがあるもの

だ、とよく話しておられたそうです。つまり、その除隊命令がなければお父様は原爆の

被害にあわれた可能性が高いし、詩人ご本人もこの世に生を享けることがなかったかも

しれない、というわけです。さらにまた詩人ご自身の経験として、昭和 40 年ごろ広島

を訪れた折、顔にケロイドのある女性がスッと路地に身を隠すように消えていった姿を

目撃して心痛んだ記憶があるということも書いておられます。これは一例ですが、いた

だいたお手紙を拝見しますと、どの方も原爆や戦争についての何らかの経験や記憶を持

っておられることがわかります。その経験や記憶は直接のものではなく、たとえば周り

の大人から聞いたという間接的なもので、いわばちょっとしたエピソードのようなもの

が多いのですが、それでもその人の中ではそれが忘れられないものとして心に残ってい

て、後年詩を書く、手記を書く、といった行動につながっているのだということが伝わ

ってきました。当然のことではありますが何もなしに思いつきで詩が書かれているので

はなく、やはりそれぞれの方に小さくとも意味のある経験があって、やむにやまれぬ思

いというか、内からつきあげてくるものに促されて作品を書いておられるのだというこ
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とが理解できてたいへんよかったし、勉強になったと思います。詩集の序文には世界平

和を願ってこの詩集を編んだ、という趣旨の文章をチョードリー先生が非常に格調高く

綴っておられます。もちろん、私もそれについて何ら異存はありませんし、自分のして

いることができれば平和に向かう方向に役立ってほしい、戦争に役立ってほしいとはゆ

め思いません。ですが、正直に申し上げてそういう大上段にふりかぶったことというの

は少々このちっぽけな自分には立派すぎて気後れするところもあります。それよりも、

何の縁かはわかりませんが、今回の翻訳を通して、お手紙を介して知り合った人たち、

それぞれに核とか戦争とかについて何らかの思いなりお考えを持っておられる、そうい

う方々に歓迎していただいたこと、この翻訳がそうした方々の気持ちに沿うものであっ

たこと、私としてはそこにささやかではあっても確かな喜びを感じることができました。

やってよかったな、と今思っています。 

 今日は具体的な翻訳の話は致しませんでした。最後にその代わりといってはなんです

が、事情により詩集には収まっていませんけれども、長崎の松尾あつゆきという方の俳

句 30句をご紹介します。この方はお手元の資料にありますように自由韻律の句を主導

した荻原井泉水門下の俳人で、2011年から 12年にかけて集英社から刊行された「戦争

と文学」というシリーズにも作品が掲載されています。この方のことも全く私は存じ上

げなかったのですが、「長崎目覚めの会」という原爆被害を若い世代、特に修学旅行生

などに伝える活動をしておられる長崎市の森口貢さんという方からこんなすばらしい

作品があるということで教えていただきました。訳としてまだ完成はしておらず、いわ

ば試作品の段階ですが、チョードリー先生も私もたいへん気に入っています。日本語の

詩をヒンディー語に訳す場合、言葉をそのまま置き換えたのではヒンディーの詩として

見た場合どうしても力強さに欠けるうらみがあるようです。淡々とした表現の中に余韻

を響かせるということはむずかしいようで、「この単語では物足らない、ハルカーだ」

ということをしきりに言われました。そこで勢いどうしても少し力のこもった表現に変

えようとするのですが、それが行き過ぎると原詩の味わいとずいぶん違うものになって

しまう。そこのせめぎあいが翻訳の作業で一番問題になったことだと思います。で、今

日俳句をご紹介しましたのは、俳句はもともと短くて淡々としたものであるだけに、ヒ

ンディーに翻訳した場合にもあまり力瘤を入れなくてすむ、けっこう味わい深く余韻の

響くものになっているのではないかと思ったからです。かの詩聖タゴールも日本の俳句

をいくつかベンガル語に訳していますけれども、俳句は案外インドの言葉と相性が良い

のかもしれません。最後はいささか手前味噌になりましたけれども、ひとつご覧になっ

て楽しんでいただき、御叱正を賜ればありがたいと思っています。 

 たいへんつたない話でしたが、どうも、ご清聴ありがとうございました。 
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मेरे ि�य पाठको 

 

िम�क यूइिचरो 

 

नम4कार। 

मC ओसाका के ताइशो हाई 4कूल म� जापानी भाषा का िशZक और आप लोगB का 

ब:त पुराना सीिनयर िम�क यूइिचरो f।ँ आज आप लोगB के सामने अपनी बात कहने 

का मौका पाकर मुझे ब:त खुशी हो रही ह।ै मC 1977(शोवा 52) म� ओसाका िवदशेी भाषा 

िव-िव.ालय के �हदंी िवभाग म� दािखल :आ था। शोवा युग अब ब:त दरू जा चुका ह।ै 

तब से अब तक लगभग चालीस साल हो गए, पर लगता ह ै�क ये चालीस साल पलक 

झपकते ही बीत गए। उस समय यहJ उपि4थत �िति&त आचायE िमज़ोकािम तोिमओ 

स�सेइ छxीस सCतीस वषE क� उ> के जोशीले जवान रीडर थे। लगता था �क मानो उन क� 

सारी दहे से बुिI और 4फूdतE टपक रही हो। वे ब:त हसँमुख !ि^ थ ेऔर कZा के बाहर 

खुले �दल से िव.ाdथEयB के साथ बात� करते थे पर कZा म� सwती से अ�यास करानेवाले 

ब:त कठोर अ5यापक थे। �ोफेसर ताकाहिश मुझ से दो साल सीिनयर थे। उस समय 

आदरणीय ल�मीधर जी मालवीय हमारे अ�यागत आचायE थे और वे हम छा@-छा@ाA 

के नामB के साथ समान ]प से " कुन् " लगाकर हम� संबोिधत करते थे पर एकमा@ 

ताकाहािश जी के िलए " सान् " लगाते थे। कभी उन क� िनबंध लेखन क� कZा म� ऐसा 

क(ठन जापानी शaद िमल जाता िजस का �हदंी पयाEयवाची शaद �कसी भी छा@-छा@ा 

को सूझ न पाता तो वे कहा करते थे " ताकाहािश सान् से पूछ�, वे सब कुछ जानते हC।" 

इस तरह ताकाहािश जी हमारे छा@-जीवन म� एक दतंकथा के पा@ रह ेहC। आदरणीय 

अ5यापकB, व(र& िव.ाdथEयB और अDछे िम@B से िघरे :ए मCने �हदंी िवभाग के राजमागE 

पर चलते :ए �ह सालB म� बी. ए. का कोसE पूरा �कया था। उस के बाद मC ओसाका 

जनपद क� राजक�य हाई4कूल के िशZक पद पर िनयु^ :आ, �फर भी �हदंी पढ़ने क� 

सनक न उतरी और शौक से �हदंी उप1यासB के कPे अनुवाद करता रहा। सचमुच यह 
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‘सूझे नहJ और गुलेल का शौक़’ रहा और जब 5यान आया तब बुढ़ापे म� अपना पैर रखा 

:आ पाया। 

आज मC �ोफेसर हरजे12 चौधरी के सहयोग से इस वषE अग4त म� भारत म� �कािशत 

:ए अनू�दत किवता सं�ह "परमाणु बम क� छाया म�" के िसलिसले म� अनुवाद और 

�काशन-कायE के aयौरे तथा उसी ��#या म� मुझे जो �तीत :आ उसे !^ क]ँगा और 

बाद म� नागासाक� के परमाणु बम @ासदी पर आधा(रत उन हाइकु किवताA का प(रचय 

दूगँा िजन से आप लोगB को अनुवाद-कायE क� !ावहा(रकता का आभास िमलेगा। ये तीस 

हाइकु हमारे किवता सं�ह म� संकिलत नहJ हC। 

बात 1995, अब से इ��स साल पहले क� ह।ै आप लोग अभी छोटे-छोटे बPे रह ेहBगे। 

�ोफेसर चौधरी उस समय ओसाका िवदशेी भाषा िव-िव.ालय के �हदंी िवभाग म� 

अ�यागत आचायE थे और एक �दन उ1हBने कहा “िम�क जी आप का ज1म4थान िहरोिशमा 

जनपद म� ह।ै मC छह अग4त को िहरोिशमा का �मण करना चाहता f।ँ कृपया मुझे 

िहरोिशमा शहर क� सैर करवाइए।" ब:त से भारतीय बुिIजीिवयB को नािभक�य आयुध 

क� सम4याA म� ब:त गहरी Hिच ह ैऔर उन लोगB के िलए िहरोिशमा-नागासाक� एक 

�कार के तीथEधाम हC िजन के दशEन के िबना उनक� जापान-या@ा अधूरी रह जाती ह।ै 

अतः पहले पाँच अग4त को मC चौधरी जी को अपने ज1म4थान फुकुयामा शहर 

(िहरोिशमा जनपद के पूवq िह4से म� ह)ै के उxरी छोर पर ि4थत एक गाँव ले आया। 

चौधरी जी 4वाभािवक कौतूहलवश गांव म� इधर उधर घूमते �फरते रह।े उस ज़माने म� 

दहेात म� िवदशेी लोग ब:त कम �दखते थे और �कसी भारतीय का हमारे गांव म� आना 

अभूतपूवE घटना थी। इस िलए जगह जगह गांववालB को संदहे :आ �क आिख़र यह 

अप(रिचत आदमी कौन ह।ै उस �दन चौधरी जी हमारे घर म� ठहरे और दसूरे �दन सुबह 

मेरे साथ िहरोिशमा के िलए चल पड़।े उ1ह� ज+द से ज+द िहरोिशमा जाने क� इDछा हो 

रही थी। पर छह अग4त क� सुबह मC दरे तक सोया या न जाने कुछ और गड़बड़ :ई हो, 

जब हम लोग िहरोिशमा के शाि1त 4मारक उ.ान प:चेँ तब तक शाि1त 4मारक समारोह 

समाT हो चुका था। चौधरी जी ने उस ि4थित का वणEन पु4तक क� भूिमका म� इस तरह 

�कया ह ै"लंबे-चौड़े उ.ान म� खाली कुdसEयB क� उदास कतार� थJ।" मुझे लगता ह ै�क यहाँ 
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"उदास" शaद म� उन क� खीज, Zोभ, उलाहना, िशकायत आ�द मनोभाव िनिहत ह ैऔर 

जब भी मC ये पंि^याँ पढ़ता f ँमन म� कुछ खेद हो जाता ह।ै हम लोग साथ-साथ शाि1त 

4मारक सं�हालय गए। चौधरी जी एक एक �दdशEत चीजB के सामने Hकते :ए बड़ ेशौक 

से दखे रह ेथे। मेरे मँुह तक यह बात आने को होती थी �क “दरे हो रही ह,ै अब िनकलना 

ठीक नहJ ह ैuया?” मुझे याद ह ै�क शाि1त 4मारक सं�हालय म� कई घंटे �दशEनी को 

दखेने के बाद जब हम लोग जहाज म� बैठकर समंदर पार करके िमयािजमा-Xीप प:चेँ 

तब दरे तक ठहरनेवाला �ीNम ऋतु का सूरज भी ब:त कुछ ढल गया था। मC अDछी तरह 

समझ गया था �क अग4त 1995 क� िहरोिशमा या@ा से चौधरी जी ब:त ही �भािवत 

:ए थे पर उस समय िहरोिशमा-नागासाक� वाली किवताA क� बात उन के मँुह से न 

िनकली थी। वे अगले साल माचE 1996 म� भारत वापस चले गए। अब से �ह साल पहले, 

2010 म� चौधरी जी को जापान आगमन का दसूरा अवसर िमला। उस समय वे गाइदाइ 

(ओसका िवदशेी भाषा िव-िव.ालय) के नहJ, आप लोगB के ओसाका िव-िव.ालय के 

�ा5यापक क� हिैसयत से आए। जब पहली बार चौधरी जी आए थे तब उन के साथ 

उनक� <ीमती जी और दो न1ह� बPे भी थे और वे अपने प(रवार क� दखेभाल का दाियKव 

िनभाते :ए ब:त ही !4त थे। अब यह भेद खुल जाए तो भी कोई �द�त न होगी, इस 

िलए मC बताता f ँ �क चौधरी जी ने एक �दन चोरी से रामेन (नूड+ज़) खाया। रामेन 

उनको अDछा लगा पर खाने के बाद गंभीर मु2ा म� वे बोले "यह बात प�ी से हरिगज़ 

मत कहो।" सप(रवार रहने से उन के मन म� तरह तरह क� �चंता लगी रहती होगी। पर 

जब दसूरी बार चौधरी जी आए तब अकेले आए और उनके पास ब:त समय था। शायद 

व^ क� �चुरता से जी थोड़ा ब:त ऊब भी गया होगा। खैर, उन के आने के तुरंत बाद मC 

उन को �णाम करने उन के ओनोहारा वाले �ाटEर गया तो उसी समय उ1हBने कहा "मC 

िहरोिशमा-नागासाक� क� @ासदी पर आधा(रत जापानी किवताA को �हदंी म� अनू�दत 

करना चाहता f ँ।इस तरह का अनू�दत किवता सं�ह अँगरेजी म� �कािशत हो चुका ह ै

पर �हदंी म� नहJ। य�द �हदंी म� भी �कािशत हो जाए तो ब:त साथEक होगा। मेरे िम@गण 

भी मुझे अनुवाद करने के िलए �ोKसाहन द ेरह ेहC। आप ज़]र मेरा सहयोग कर�।" मC 

िवपिx म� पड़ गया। जापानी से �हदंी म� अनुवाद करना �हदंी-जापानी अनुवाद क� तुलना 
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म� कई गुना मुिOकल ह।ै यह काम मेरे योWय नहJ था और सच पूिछए तो इस तरह क� 

बड़ ेझंझट का काम करने म� uया फायदा ह?ै मC दिुवधा म� पड़ा पर िसफ़E  तीन िमनट म� 

मुझे यह लगने लगा था �क उ1हBने मुझे इसके िलए राज़ी कर ही िलया था। मCने !4तता 

का बहाना करके टाल uयB नहJ �दया और uयB हाँ कर दी? बाद म� सोचने पर मC इस के 

कई कारण िगना सकता f।ँ पहला, िहरोिशमा-नागासाक� वाली किवताA को �हदंी म� 

अनू�दत करके उ1ह� भारतीय पाठकB के िलए �4तुत करना भोले मन से सोचने पर 

िनःसंदहे अDछी बात लगी होगी। एक िवदशेी आदमी का परमाणु बम के मसले म� Hिच 

लेना हमारे िलए बड़ी खुशी क� बात थी। किवताA को �हदंी म� अनू�दत करने क� उन 

क� आकांZा ब:त सराहनीय थी। दसूरा, अपने बीते �दनB क� याद क]ँ तो िसफ़E  छा@-

जीवन म� ही नहJ उस के बाद भी �हदंी उप1यास का जापानी अनुवाद करते करते मुझे 

अनेक भारतीयB क� सहायता िमलती रही। एकतरफा सहायता िमलती रही। इस िलए 

मुझे लग रहा था �क कुछ तो उन के एहसान का बदला चुकाना चािहए। और जैसे मC 

पहले कह चुका f ँमेरा ज1म4थान िहरोिशमा जनपद म� ह।ै लगभग पचास साल पहले 

जब मC �ाइमरी 4कूल म� पढ़ता था तब गमq क� छु(`यB म� भी �ह अग4त को 4कूल जाना 

पड़ता था। हर साल �ह अग4त को 4कूल म� सुबह क� सभा होती थी। हडेमा4टर साहब 

मंच पर चढ़कर भाषण करते थे �क लगभग बीस इ��स साल पहले इसी समय अथाEत 

आठ बजकर प12ह िमनट िहरोिशमा पर परमाणु बम िगराया गया और ब:त से लोग 

बम के िशकार :ए थे। हम लोग इस तरह क� बात� हर साल उसी �दन सुनते रह ेथे। इस 

मसले म� मेरी िवशेष Hिच तो नहJ रही। मC एक अनमना-सा असावधान आदमी f।ँ 

िहरोिशमा जनपद म� ज1मे :ए होने पर भी मC जब तक चौधरी जी के साथ िहरोिशमा 

गया तब तक शाि1त 4मारक सं�हालय के दशEन नहJ कर पाया था �फर भी मेरा सीधा-

सादा यह खयाल अवOय रहा �क इस दिुनया से नािभक�य आयुध का सफाया हो जाए 

तो �कतना अDछा होगा। चौधरी जी ने इस तरह के मेरे सोच-िवचार को समझकर मुझे 

मनाने का �य� �कया। इस िलए उन के �4ताव को टालना क(ठन था। �फर मCने यह भी 

सोचा �क अगर मC टाल-मटोल कर दू ँतो उन को कैसा लगेगा। ठीक ह ै�क वे मुझे ढीला 

और सु4त आदमी समझ�गे। पर य�द वे सोच� �क िXतीय महायुI के बाद पैदा :ए नई 
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पीढ़ी के जापानी नाग(रक नािभक�य आयुध या परमाणु बम क� सम4या के �ित उदासीन 

हC तो ठीक नहJ होगा। मुझे इस क� आशंका थी। हम अनुमान लगा सकते हC �क िहरोिशमा 

और नागासाक� म� अब भी ऐसे ब:त से गुमनाम और साधारण लोग रहते हC जो �कट 

]प म� अपना मन !^ नहJ करते �फर भी परमाणु बम-@ासदी के िसलिसले म� अपने 

�दय म� गहरी सोच रखकर जीवन !तीत कर रह ेहC। य�द मC चौधरी जी का �4ताव टाल 

दू ँतो कहJ ऐसा तो नहJ होगा �क उन लोगB क� सोच क� उपेZा हो जाएगी? खैर, यह 

सोचना शायद अितशयोि^ जैसा रहा होगा। पर मेरी वजह से हम जापािनयB का नाम 

बुरी तरह खराब हो गया होगा �क सामा1यतया मेहनती जापािनयB म� भी ऐसा ढीला 

आदमी ह ैजो आवOयक अवसर पर भी सुबह दरे तक सोता ह।ै इस िलए मCने अपनी वजह 

से अपने दशे के मँुह पर और �यादा कलंक न लगाना चाहा और उन के �4ताव को 4वीकार 

करने के िसवा और कोई चारा न था। हम लोग अuसर अपने अपने तरीके से मन म� �कसी 

दशे या �कसी दशे क� जनता क� त4वीर बनाते हC। वह त4वीर �कस तरह बनाई जाती 

ह?ै शायद ऐसे !ि^ के �भाव से बनाई जाती ह ैिजस के संपकE  म� आने का मौका हम� 

संयोगवश िमला हो। मतलब यह ह ै �क िवदशेी लोग भी हम म� से �Kयेक आदमी के 

मा5यम से जापान दशे क� असिलयत को जानने क� कोिशश करते हC और अंदर ही अंदर 

जापानी लोगB क� त4वीर बनाते हC। िवदशेी भाषा संकाय के िव.ाथq होने के नाते आप 

लोगB को इन बातB क� ब:त अDछी जानकारी होगी। इस िलए सूरज को दीपक �दखाने 

क� ज]रत नहJ ह।ै हो सकता ह ै�क आप लोगB को मेरा मन और कथन अितशय सीधा-

सादा और भोला लगे। �फर भी इन कारणB से मCने चौधरी जी के �4ताव को 4वीकार 

करके उन के साथ िहरोिशमा-नागासाक� वाली किवताA को �हदंी म� अनू�दत करने का 

संक+प �कया। 

अब मC अनुवाद-कायE क� ��#या क� !ाwया क]ँगा। िहरोिशमा-नागासाक� @ासदी 

पर आधा(रत किवताA के बारे म� चौधरी जी को ही नहJ मुझे भी कोई जानकारी नहJ 

थी। इस िलए सबसे पहले हम� साम�ी-संकलन करना पड़ा। मC ओसाका शहर के िनिश 

(पिvम) वाडE के िनिशनागाहोरी म� ि4थत ओसाका नगरपािलका के क� 2ीय पु4तकालय 

गया। मC िव.ाथq-जीवन के समय से ही अuसर �कताब� लेने वहाँ जाया करता था। ब:त 
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सी परमाणु बम संबंधी पु4तक�  चालीस पचास वषE पुरानी हC। 1970 के आसपास <ी 

ओओहारा िमयाओ जी के Xारा संकिलत "जापान परमाणु बम किवता सं�ह ", ओओहारा 

जी के Xारा संपा�दत "अँगरेजी म� अनू�दत परमाणु बम किवता सं�ह " और अपेZाकृत 

नई दो संुदर सिच@ पु4तक�  "छोटी-सी �ाथEना" तथा "िXतीय मूवम�ट" िजन का पाठ 

सु�िसI अिभने@ी योिशनागा सायु(र जी के Xारा �कया गया और इसके िलए उ1ह� बड़ी 

शोहरत हािसल :ई। पु4तक�  जब भी िमलJ उ1ह� इशू कराकर हम लोग धीरे धीरे अनुवाद 

करते गए। यह सोचने से ही �क परी जैसी योिशनागा जी ने िजन पंि^यB का पाठ �कया 

था, उ1ह� इस व^ मC �हदंी म� अनू�दत कर रहा f,ँ मुझे बड़ा संतोष :आ। हमारे हाई4कूल 

के कुछ नटखट छा@ कभी कभी uलास छोड़कर लोकि�य गायकB के कंसटE म� उपि4थत 

हो जाते हC। उन का मनोभाव मC कुछ कुछ समझ पाया। �ायः दो ह�तB म� एक बार मC 

ओनोहारा वाले चौधरी जी के �ाटEर जाता था और मई 2010 से फरवरी 2012 तक क़रीब 

दो साल लगातार हम लोग अनुवाद-कायE को आगे बढ़ाते रह।े शaदकोश क� सहायता से 

मC िजन पंि^यB का शaदशः अनुवाद करता, उ1ह� चौधरी जी संशोिधत करते या यB कहना 

�यादा ठीक होगा �क नOतर से चीड़-फाड़ करते और उ1ह� ब:त ही संुदर �हदंी किवताA 

का ]प दतेे। मेरे मसौद ेक� पूरी तरह से मरnमत क� जाती और चीड़-फाड़ के बाद उस 

के मूल]पB का कहJ नामोिनशान भी न रहता। इसी दौरान हम लोग आदरणीय कोगा 

काKसुरो स�सेइ, िज1हBने इस संगो&ी के िलए �ेिहल संदशे भेजने क� कृपा क� ह,ै के Xारा 

संपा�दत "जापानी-�हदंी शaदकोश" पर पूरी तरह िनभEर रह।े जब हम िव.ाथq थ ेतब 

�हदंी म� िनबंध िलखने के िलए हम� पहले जापानी-अं�ेजी शaदकोश से अं�ेज़ी शaद का 

पता करके उस के बाद अं�ेजी-�हदंी शaदकोश से �हदंी का शaद �ाT करना पड़ता था। 

बड़ी झंझट उठानी पड़ती थी। आज आप िव.ाथq लोग इस गो&ी का संचालन करने के 

िलए अDछी �हदंी म� बोलते :ए संचालक का दाियKव िनभा रह ेहC और अपना लेख �4तुत 

कर रह ेहC। इस का पांडुलेख आप लोगB ने �कस तरह तैयार �कया होगा? जापानी-अं�ेज़ी 

और अं�ेज़ी-�हदंी, इन दो शaदकोशB से पता लगाने के च�र म� �कसी तरह �हदंी शaद 

हम� िमल जाए तो भी उस का अथE मूल जापानी शaद के अथE से ब:त कुछ हट गया होता 

था और दरे रात तक खूब मेहनत करके तैयार �कया गया िनबंध दसूरे �दन कZा म� �4तुत 
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करने पर हम� भारतीय अ5यापक क� कड़ी िझड़क� खानी पड़ती थी, “तुम ने नशे म� िलखा 

ह ैuया?” uलास म� अनेक बार हम लोग उन के िशकार :ए थे। िबलकुल काटूEन क�-सी 

दशा होती थी। पर आज हम लोगB को इस तरह क� मेहनत करने क� ज]रत नहJ ह ैऔर 

शaदकोश के �धान शaदB म� �ायः सब जापानी शaद दजE हC और उन के िनतांत सही 

�हदंी पयाEय िमलते हC। सचमुच हमारे िलए यह शaदकोश ‘जाद ूक� छड़ी’ जैसा ह।ै पता 

नहJ �क इस र� का सदपुयोग मC �कस हद तक कर पाया। पर इस शaदकोश के िबना 

हमारा अनुवाद-कायE िबलकुल असंभव :आ होता। यहाँ मC आदरणीय कोगा जी के �ित 

अपनी हा~दEक कृतeता �कट करना चाहता f।ँ एक �दन चौधरी जी और मC िमलकर 

शaदकोश क� सहायता से अनुवाद करते रह ेऔर तब पता चला �क ओनोहारा िहगािश 

के बस अ� ेसे आिखरी बस िनकलने का व^ कब का बीत चुका था। उस रात मC वहJ 

ठहरकर दसूरे सुबह नाOता �कए िबना ही काम पर गया था। आप लोगB को यह मेरी 

मूखEता लग रही होगी। पर आज भी उस समय क� मधुर 4मृित मC भूल नहJ पाता f।ँ इस 

अनू�दत किवता सं�ह म� 123 किवताएँ संकिलत हC। उपरो^ "जापान परमाणु बम 

किवता सं�ह" म� तोगे सां�किच, हारा तािम�क आ�द सु�िसI किवयB क� जो िवwयात 

किवताएँ संकिलत थJ उन का अनुवाद �ायः पूरा होने के बाद हम लोगB ने पु4तक के 

�काशन के िलए आवOयक तैयारी शु] क�। अनुवाद-कायE का <ीगणेश करने के लगभग 

आठ महीने बाद जनवरी 2011 के शु] म� से हम लोग 4वायxािधकार क� अनुमित लेने 

के िलए मूल किवयB को प@ दनेे लगे। ब:त से मूल किवयB का दहेांत हो चुका था। अतः 

हम लोग ब:धा उन क� संतानB को प@ दतेे रह।े ब:त कुछ 4वायxािधका(रयB से संपकE  

करने का कोई |ोत या रा4ता नहJ िमला। �फर भी इ��स लोगB से प@ोxर िमले। हमारे 

प@B का मज़मून यह था �क हम लोग अनू�दत किवता सं�ह भारत म� �कािशत करना 

चाहते हC इस िलए कृपया 4वायxािधकार क� अनुमित मु�त म� द�। इन प@B का आशय 

खुदगज़E था। पर �ायः सब लोगB ने हमारी �ाथEना को �सLतापूवEक 4वीकार �कया 

और अनुवाद-कायE पूरा करने के िलए हम� �ोKसािहत �कया। हमारा उKसाह बढ़ गया। 

�फर कई लोगB ने ऐसी अनेक किवताA और पु4तकB का प(रचय �दया जो हम लोगB के 

िलए िबलकुल अप(रिचत थJ। मसलन मC 2007 म� तोuयो के एक �काशक "को+सैक" 
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Xारा �कािशत "181 किव-कवियि@यB का परमाणु बम-किवता सं�ह" के बारे म� यहाँ 

चचाE करता f।ँ इस म� तोगे सां�किच, कु(रहारा सादाको आ�द पुराने समय के �िसI 

किवयB क� ही नहJ बि+क ब:त से नए किवयB क� रचनाएँ भी संकिलत हC। इन आधुिनक 

किवयB के नाम जग-जािहर तो नहJ हC, �फर भी वे लोग मनोयोग से रचना-कायE म� जुटे 

:ए हC और अपनी अपनी सािहिKयक मंडली क� पि@का म� किवताएँ दतेे रहते हC। �फर 

इस "को+सैक" वाले किवता सं�ह म� जापान म� रहनेवाले कई को(रयाई किवयB क� 

रचनाएँ भी संकिलत हC। इस तरह इस किवता सं�ह म� िहरोिशमा-नागासाक� क� @ासदी 

पर आधा(रत अनेक �कार क� किवताएँ सं�हीत हC। य�द हमारे अनू�दत किवता सं�ह म� 

रचनाA के चयन का मानदडं एकतरफा न होकर काफ� हद तक संतुिलत लगता हो तो 

हम� "को+सैक" वाली इस पु4तक का एहसान मानना चािहए। इस के अलावा कई किव 

और कवियि@यB ने हम� अपने किवता सं�ह भ�ट करने क� कृपा क� और हम लोगB ने उन 

म� से भी कुछ किवताएँ चुन लJ। हम लोग अनुवाद-कायE िनरंतर आगे बढ़ाते रह ेऔर जब 

माचE 2012 म� चौधरी जी भारत लौटे तब �ायः सभी किवताA का अनुवाद लगभग 

पूरा हो चुका था। 

पर उस समय चौधरी जी ने बार बार मुझ से कहा, "पांडुिलिप तैयार :ई, �फर भी 

�काशन का मागE टेढ़ा मेढ़ा ह।ै भारत जापान नहJ ह।ै कोई भी काम िबना Hकावट के 

संभव नहJ होता। भारत म� बाधा डालनेवाले �यादा हC। आप को धीरज से इंतज़ार करना 

चािहए।" उन क� बात ठीक ही िनकली। ब:त इंतज़ार करने पर भी खुश खबरी नहJ 

िमली। एक �काशन से हमारी पु4तक �कािशत होने क� उnमीद थी। ले�कन वह बात भी 

बीच म� अटक गई। मCने बे�फ# होकर चौधरी जी को ई-मेल भेजा “जापान म� एक कहावत 

ह,ै “पु}यफल िमलने क� �तीZा सोते सोते करनी चािहए।" पर चौधरी जी को �काशक 

से �काशन क� शत_ पर बात� करनी पड़ी थJ। उन को �कतना बड़ा मानिसक एवं 

!ावहा(रक कm उठाना पड़ा होगा। इस बीच एक दःुख भरी ख़बर िमली �क वृIाव4था 

के कारण एक मूल रचनाकार का दहेांत हो गया। उन क� सुपु@ी ने िच[ी म� िलखा था, 

"आप लोगB का अनुवाद-कायE आजकल कैसे चल रहा ह?ै दसूरे दशे म� �काशन-कायE आप 

का मनचाहा होने क� संभावना नहJ ह ैन?" जी तो ब:त चाहता था �क सारी ि4थित 
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बता दू ँमगर ऐसा नहJ �कया uयB�क ऐसा बताता तो ज़]र उन को लगता �क मC बहाना 

बनाकर टाल मटोल कर रहा f।ँ उस समय मुझे बड़ा दःुख :आ था। चौधरी जी को भारत 

लौटे एक साल से �यादा हो गया था, जुलाई 2013 के आसपास आिख़र उन के �य� का 

सुफल िमला। हम लोगB ने सािहKय अकादमेी को पांडुिलिप �4तुत क� और अगले साल 

2014 क� शुHआत म� पु4तक के �काशन पर सािहKय अकादमेी के साथ एक संिवदा हो 

गई। मC िन�vंत :आ। पर िन�vंत होना शायद ठीक नहJ था। इस के बाद क़रीब सवा दो 

साल तक �काशन-कायE म� कोई भी िविशm �गित नहJ :ई।  मेरे मन म� संदहे होने लगा 

�क कहJ सािहKय अकादमेी वाली बात भी 4थिगत न हो जाए, तब एकाएक िपछले अ�ैल 

म� चौधरी जी का एक मेल िमला �क अब हमारी पांडुिलिप छापेखाने म� प:चँ जाएगी। 

मुझे आvयE :आ। इस के बाद मुझे झट से �ूफ िमला और लगातार आदशे िमलते रह े�क 

अपना और जापानी किव कवियि@यB का संिZT प(रचय द ेदो या आवरण का फोटो 

कौन सा �यादा अDछा होगा, अपनी राय द�। इस तरह एकदम बात आगे बढ़ गई। जापानी 

मानदडं के अनुसार यह बात गले के नीचे नहJ उतरती �क संिवदा हो जाने के बाद दो 

साल तक हम� खाली �तीZा uयB करनी पड़ी। मुझे यह अनुभूित :ई �क भारत और 

जापान के समय के बहाव म� ब:त बड़ा अ1तर होता ह।ै अब मC दावे के साथ कह सकता 

f ँ�क यह ब:त अDछा अनुभव था। �कसी ने ऐसा कहा था �क हर काम ठीक नहJ चलता, 

बीच बीच म� अटक जाता ह,ै Hक जाता ह,ै पर अंत म� ज़]र मंिज़ल तक प:चँ जाता ह,ै 

यही भारत ह।ै यह बात सच ही िनकली। िन4संदहे चौधरी जी के िनरंतर और अथक 

प(र<म से ही हमारा काम िसI :आ। मC उन का ब:त आभारी f।ँ मCने पहले अनेक 

4वायxािधका(रयB और उन के उxरािधका(रयB को प@ �दए थ ेऔर उन म� ऐसा िलखा 

था �क हम लोग अपना अनू�दत किवता सं�ह फौरन भारत म� �कािशत करना चाहते हC। 

अतः चौधरी जी के वापस जाने के बाद चार सालB तक यह बात हमेशा मछली क� िज�ी 

ह�ी क� तरह गले म� अटक� :ई महसूस हो रही थी। सच पूिछए तो मुझे राहत िमली �क 

अब मC झूठा नहJ कहलाऊंगा और आिख़र समाज म� मँुह �दखलाने लायक हो जाऊँगा।    

अDछा, अग4त के आरंभ म� हमारी पु4तक �कािशत :ई। मC गमq क� छु(`यB म� �ह 

�दनB के िलए �द+ली गया और चौधरी जी से िमलने के बाद पु4तक क� एक सौ �ितयाँ 
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सूटकेस और वहाँ खरीद ेगए झोले म� भरकर पीठ पर लाद ेवापस आया। मCने चौधरी जी 

से कहा �क इतने भारी सामान को मC कैसे ले जाऊँ, डाक से िभजवाने का �बंध कर�। पर 

उ1हBने मेरा �4ताव ठुकरा �दया �क कोई बात नहJ, इतनी सी �कताब� आप आसानी से 

ले जा सकते हC, डाक से भेजने से गड़बड़ हो जाएगी तो अDछा नहJ होगा। कोई आदमी 

�कसी बात पर ज़ोर दकेर मुझे समझाता ह ैतो मC �ायः उसक� बात तुरंत मान लेता f।ँ 

यह मेरे 4वभाव क� एक कमजोरी ह।ै मुझे यह �चंता हो रही थी �क न(रता िवमान पxन 

पर मुझ पर त4करी का संदहे �कया जाए तो uया होगा? शायद मेरी शuलोसूरत इतनी 

दयनीय थी �क न(रता के आ�फसर ने मुझे आँख उठाकर भी न दखेा। 

 मूल रचनाकारB या उन क� संतानB को अनू�दत किवता सं�ह भेजने पर भी वे लोग 

नहJ पढ़ सकते। इस िलए मCने एक जापानी पुि4तका तैयार क� िजस म� अनू�दत किवता 

सं�ह क� भूिमका, िवषय-सूची और मूल रचनाकारB के संिZT प(रचय के जापानी 

अनुवाद �दए गए हC। इस से उन लोगB को भी पता चलेगा �क �हदंी क� पु4तक म� कौन- 

कौन सी उनक� रचना ह।ै मCने जहाँ तक संपकE  हो सका वहाँ तक, कुल िमलाकर चौवन 

लोगB को अनू�दत किवता सं�ह और जापानी पुि4तका भेज दी। तीस से अिधक लोगB के 

प@ोxर िमले। यह कहना गु4ताखी होगी पर मुझे लगा �क अ�Kयािशत ]प से उन क� 

ओर से मै@ीपूणE �ित�#या िमली। जो रचनाकार ख़Vद परमाणु बम के िशकार :ए �ायः 

उन का दहेांत हो चुका ह ै और िजन लोगB ने प@ोxर दनेे क� कृपा क� उन क� 

किवताएँ ब:धा 1980 के बाद िलखी गई हC और किवता सं�ह के खंड 9, 10 म� संकिलत 

हC। ये लोग �ायः किव कवियि@यB के तौर पर सु�िसI नहJ हC। उन क� परमाणु बम 

वाली रचनाएँ अपेZाकृत नई हC। �फर भी उन क� उ> �यादातर साठ सxर वषE क� ह ै

और पचास पचपन साल का रचनाकार ह ैतो वह सब से नई पीढ़ी का ह।ै सच पूिछए तो 

अनुवाद करते करते मेरे मन म� एक सवाल उठ खड़ा :आ था �क जो ख़Vद परमाणु बम के 

िशकार नहJ :ए उन का uयB िहरोिशमा-नागासाक� के िवषय पर किवता िलखने का 

इरादा :आ? पर इन लोगB के प@ पढ़ने से मC धीरे-धीरे समझ गया �क uयB उन को 

िलखने का मन :आ। यहाँ मC िमसाल के तौर पर महायुI के बाद िशमाने जनपद के 

हामादा शहर म� ज1मी एक कविय@ी के प@ का प(रचय दतेा f।ँ जब वे छोटी थJ तब वे 
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अuसर इदE-िगदE के बड़ ेलोगB को यह बात� करते सुनती थJ �क �ह अग4त क� सुबह को 

चूगोकु पवEतमाला के पार पूरब के आकाश म� दो बार लािलमा दखेकर उ1ह� ब:त ही 

आvयE :आ। इस कविय@ी के िपता जी युI के दौरान िहरोिशमा म� सेना के काम म� 

िनयु^ थे और परमाणु बम िगराए जाने के एक सTाह पहले उन को अचानक सै1य सेवा 

से मु^ होने क� आeा िमली और वे हामादा वापस आए। जब तक वे िहरोिशमा म� रहते 

थे तब तक वे हर सुबह लगभग सवा आठ बजे सै1य काम से परमाणु गुंबद के पास गुजरते 

रहते थे और बाद म� अuसर कहा करते थे �क सचमुच इस दिुनया म� कभी न कभी 

िव4मयकारी घटना हो जाती ह।ै अथाEत वह आeा न िमली होती तो ब:त संभव ह ै�क 

परमाणु बम के िशकार होकर उन क� मृKयु :ई होती और ख़Vद उन कविय@ी का ज1म इस 

दिुनया म� न :आ होता। �फर उ1हJ कविय@ी का यह दसूरा अनुभव ह ै�क जब पचास 

साल पहले वे िहरोिशमा ग� तब वे िजस Gी के चेहरे पर परमाणु बम से जले दाग थ े

उसे झटपट गली म� घुसकर िछप जाते दखेकर ब:त दखुी :ई थJ। इस के अलावा भी मुझे 

अनेक प@ िमले। उ1ह� पढ़ने से पता चलता ह ै�क हरेक रचनाकार का परमाणु बम या 

युI के िसलिसले म� अपना अपना अनुभव या 4मृित ह।ै ऐसा नहJ �क वह अनुभव उस ने 

�KयZ ]प से �कया हो। ब:धा वह अनुभव या 4मृित अ�KयZ थी जैसे �कसी से सुना हो 

या उनके िलए वह छोटे-से उपाwयान क� तरह था। �फर भी वह घटना एक अिव4मरणीय 

4मृित बनकर उन के मन म� रह जाती, बाद म� वह अंकु(रत होकर बड़ा पेड़ बन जाता 

और किवता-लेखन या सं4मरण-लेखन का सुफल दतेा। यह बताने क� ज]रत न होगी �क 

कोई भी किव िबना सोचे समझे किवता नहJ िलखता ह।ै चाह े�कतना छोटा हो, तो भी 

उस का अपना अपना िनजी साथEक अनुभव ह ैऔर �दय म� उमड़ते जोश से उKसािहत 

होकर वह रचनाधdमEता करता ह।ै यह जानकर मुझे ब:त अDछा और लाभदायक लगा। 

पु4तक क� भूिमका चौधरी जी ने ब:त शानदार शैली म� िलखी ह।ै उस का सारांश यह ह ै

�क हम ने िव-शांित क� �ाथEना म� इस अनू�दत किवता सं�ह का संपादन �कया ह।ै 

अवOय मुझे िव-शांित क� �ाथEना पर कोई आपिx नहJ ह ैऔर मेरी यह हा~दEक इDछा 

ह ै�क अपना कायE शाि1त के काम म� आए, युI के काम म� हरिगज न आए। �फर भी सच 

पूिछए तो इस तरह का उदाx आदशE मुझ जैसे छोटे आदमी को अKयिधक भ! लगता ह ै
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और पढ़कर थोड़ा ब:त संकोच होता ह।ै अ4तु न जाने �क4मत का uया खेल, इस अनुवाद-

कायE म� प@B के मा5यम से िजन लोगB से जान-पहचान :ई उन का नािभक�य आयुध या 

युI के मसले पर अपना अपना गहरा सोच एवं िवचार ह,ै उन लोगB ने हमारे अनू�दत 

किवता सं�ह का 4वागत �कया ह,ै यह पु4तक उन लोगB के मनोभाव के अनुकूल लगी, 

इस त�य म� मुझे चाह े�कतनी छोटी हो, दढ़ृ �सLता महसूस :ई। अब ऐसा लग रहा ह ै

�क हम लोगB ने यह अDछा काम �कया ह।ै 

आज मC अनुवाद के !ावहा(रक eान पर बात� नहJ कर पाया। अंत म� उस क� 

ZितपूdतE के िलए मC नागासाक� म� रह ेमाKसुओ अKसुयु�क जी के ‘तीस हाइकु’ का प(रचय 

दनेा चाहता f।ँ आपको अपने पास वाले पेपर दखेने से पता चलेगा �क मKसुओ अKसुयु�क 

जी मु^ छंद वाली हाइकु किवता के �वतEक <ी ओिगवारा सेइस�सुइ के िशNय थे और उन 

क� कई हाइकु किवताएँ 2011 से 2012 तक शूएइशा (एक �काशक) से �कािशत "युI 

और सािहKय" �ंथावली म� भी संकिलत हC। उन के बारे म� मुझे कोई जानकारी नहJ थी। 

�फर "नागासाक� मेज़ामेनो काई" (नागासाक�-जागरण-सभा) के मागEदशEक, <ी 

मो(रगुिच िमKसुगु जी ने इन <े& हाइकु किवताA के बारे म� मुझे सूिचत करने क� कृपा 

क�। मो(रगुिच जी नई पीढ़ी के लोगB खासकर शैिZक �मण से नागासाक� आए बPB को 

परमाणु बम-@ासदी के बारे म� आगाह करने का कायE वष_ से िनभाते रह ेहC, इन हाइकु 

का अनुवाद अभी मुकnमल नहJ ह ैऔर कहना हो तो यह एक �ा]प ही ह,ै पर यह 

अनुवाद चौधरी जी को और मुझे भी ब:त पसंद आया ह।ै जापानी किवता को �हदंी म� 

अनू�दत करते समय शaदB को �यB का KयB बदल द� तो कभी न कभी अनू�दत �हदंी 

किवता क� पंि^यB से शि^ और उKसाह क� कमी का आभास िमलता ह।ै सीधी-सादी, 

शांत अिभ!ि^ पाठकB के �ततंतु को छू ल�, यह जापानी किवता का एक आदशE ह।ै पर 

�हदंी किवता म� इस तरह क� अिभ!ि^ हो तो अuसर नीरस और शुNक ही �तीत होती 

ह।ै चौधरी जी यदा-कदा कहा करते थे, " यह शaद हलका ह,ै इस म� शि^ नहJ ह।ै" अतः 

हम लोग साद ेशaदB के बदले ब:त कुछ ताकतवर शaदB का �योग करने पर मजबूर हो 

जाते थे। पर यह भी हद से �यादा कर दतेे तो कभी �हदंी क� अिभ!ि^ जापानी मूल से 

ब:त दरू िछटक� :ई जान पड़ती थी। यह संघषE हमेशा चलता रहा और अनुवाद-कायE 
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का यह सब से क(ठन सवाल रहा। अDछा, आज मC हाइकु का अनुवाद इस िलए �4तुत 

करना चाहता f ँ�क हाइकु के मूलतः सीधी-सादी शांतिचत लघु किवता होने के कारण 

उसे �हदंी म� अनू�दत करते समय अिधक शि^शाली या जोशीले शaदB का �योग करने 

क� आवOयकता नहJ ह,ै �यB का KयB अनू�दत करने से ही ब:त कुछ सरस और �ततंतु 

को छू लेनेवाली पंि^ बन जाती ह।ै ऐसा मC सोचता f।ँ किवराज रवी12नाथ ठाकुर ने 

भी कुछ जापानी हाइकु का बंगाली अनुवाद �कया था। हाइकु क� भारतीय भाषाA से 

अ�Kयािशत ]प से खूब पटती ह।ै आिखरकार अपने मँुह िमयाँ िम�ठू बन गया। आप लोग 

इन तीस हाइकु का अनुवाद दखे�, मज़ा ल� और किमयB को ठीक कर द� तो मC ब:त कृतe 

हो जाऊँगा। ध1यवाद। 

    8 �दसंबर 2016  

     ओसाका िव-िव.ालय के �हदंी िवभाग क� गो&ी म� 
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“परमाणु बम क� छाया म� ” को पढ़कर 

चैत�य �काश योगी 

 

नम4कार।  

इस सं�ह क� किवताA को पढ़ते :ए मृKयु के बोध क� भूिमका बार बार पुनरावृx होती 

िधक वीभKस होकर �कट हो रहा होह ैऔर ऐसा लगता ह ैमानB मृKयु का दOृय अKय । 

 

 �फर हठात! 

 काँच क� �करचB ने िनकाल लJ दोनB आँख�  

 उनके कोटरB म� भर गया लf और मवाद  

 धूए ँक� तरह छा गए दरकते बादल  

 आख़री धूप पवEत <ेिणयB पर अटक गई... 

 

（’अंधता’ ,तोगे सां�किच, पृ&,  24 , परमाणु बम क
 छाया म
, सािहKय अकादमेी,�द+ली） 

 

मनुNय ने मनुNय के िवHI घृणा और �ितशोध क� अित से जो तांडव रचा था उसके 

िशकार मूक पशु और पZी भी हो रह ेथे   : 

 

 कसाईख़ाने क� तरफ हाँके जा रह ेपशु  

 नदी- तट क� ओर लुढ़क गए 

 धूसर म� एक अकेला कबूतर  

 अपने पंख समेटे धराशायी :आ पड़ा ह ैनदी- पुल पर  

 

（’धधक’,तोगे सां�किच, पृ&,  22 , परमाणु बम क
 छाया म
, सािहKय अकादमेी,�द+ली ） 
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इस अ1यायपूणE �हसंा से केवल �ाणी जगत ही हताहत नहJ :आ , बि+क �ाणेxर सृिm 

भी मनुNय क� इस महामूढ़ता को सहने के िलए िववश हो गई थी   : 

 

 यूरेिनयम क� तिपश- भरी �करणB ने 

 सूयE को परे ध�कया �दया  

 एक लयहीन मौन छा गया  

 समूचे अंत(रZ म� 

 

(‘धधक’,तोगे सां�किच, पृ&,  22 , परमाणु बम क
 छाया म
, सािहKय अकादमेी,�द+ली） 

 

      इस संकलन क� किवताए ँिहरोिशमा और नागासाक� क� परमाणु बम िवभीिषका 

के प(रणाम4व]प सृिm के �Kयेक आयाम म� !ाT नैराOय, अवसाद,Zोभ और शोक का 

भांित- भांित से िच@ण करती हC। इन किवताA को पढ़ते :ए दखु और पीड़ा क� गहन 

अनुभूित से गुजरना पड़ता  ह।ै  वेदना को �कट करती ये किवताए ँअपने �Kयेक शaद 

और पद म� मनुNय जाित को �झंझोड़ने और झकझोरने का अपना दाियKव भी भली भांित 

िनभाती हC।   

      मनुNय दसूरB के मुक़ाबले 4वयं को <े& और उP जानने, मानने और सािबत करने 

क� �ितयोिगता म� यह भूल गया �क मृKयु सबको बराबर कर दतेी ह,ै आिखर यह दहे 

िम`ी हो जाती ह ैऔर Zु2 अहम िनरथEक और िन4सार िसI हो जाता ह।ै  

 

 और दखेो ! शाम के  धुँधलके म�  

 उठने लगा नदी का �वार  

 तट-भूिम को िनगलता, हाथ पैरB को लीलता 

 (रस रहा सागर- जल  

 िनः4पंद  पड़ी दहेB के अनिगनत ज़tमB म� 
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（’अंधता’,तोगे सां�किच, पृ&,  24 , परमाणु बम क
 छाया म
, सािहKय अकादमेी,�द+ली） 

 

इन किवताA म� य@- त@ वीभKस रस (रसता :आ सा �कट होता ह।ै महkवपूणE त�य 

यह ह ै�क सामा1य सािहKय क� तरह  इस सं�ह म� संकिलत किवताए ँकिवयB क� क+पना 

से नहJ उपजी हC, बि+क ये एक अित #ूर और अस� यथाथE से उKपL भयानक पीड़ा और 

वेदना का जीवंत द4तावेज़ हC। आिखर इस ददुा�त यथाथE के िलए कौन उxरदायी था? 

ब:त सरल उxर हो सकता ह ै�क इसके िलए कोई एक या कुछ दशे उxरदायी थे। अ1य 

उxर हो सकता ह ै �क परमाणु बम उxरदायी थे और परमाणु बमB के िनषेध से इस 

#ूरता का िनराकरण �कया जा सकता ह।ै एक अ1य उxर यह भी हो सकता ह ै�क इसके 

िलए युI या युIवादी मानिसकता उxरदायी थी। इस �कार के सरल उxरB से सम4या 

को ढका अवOय जा सकता, मगर सुलझाया नहJ जा सकता। एक �िसI अमे(रक� लेखक 

क� यह उि^ िवचारणीय ह:ै  

 

No country is so wild and difficult but men will make it a theater 

of war.                                       Ambrose Bierce 

 

      व4तुतः युI के पीछे सा>ा�यवाद और अिधनायकवाद ह ैऔर उसके भी पीछे मनुNय 

क� वचE4वकामी मानिसकता ह,ै दसूरB को अपने अधीन करने, उन पर आिधपKय 4थािपत 

करने या उनको दबा कर या राजी कर अपने अिधकार म� ले लेने क� इDछा ही इस सम4या 

के मूल म� ह।ै यह अिधकार 4थािपत करने क� इDछा �ेम के नाम पर,शांित,क+याण या 

िवकास के नाम पर भी होती ह ैतो भी वह �हसंा का बीज ही होती ह,ैजो अवसर पाकर 

#ूरता के भयावह प(रणाम म� प(रवdतEत हो जाती ह।ै इसिलए इन किवताA के सू�म 

संदशे को उिचत संदभE म� समझने के अपने अKयंत लघु �यास के अंतगEत मC इस सदन के 

समZ यह िनवेदन करना चाहता f ँ�क परमाणु बम के िनषेध के अिभयान मा@ से संतुm 

हो जाना पयाET नहJ ह,ै बि+क हम सबको अपने भीतर िछपे अहकंार को जानना होगा 

जो िनरंतर अिधकार और वचE4व क� कामना से �4त ह।ै शायद अपने भीतर इस Zु2 अह ं
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क� पहचान कर,इसक� िन4सारता को जानकर इससे मु^ होने और रहने क� अव4था ही 

इस वीभKस, भयावह और #ूर यथाथE के पुनरावतEन क� संभावनाA को िनर4त करने क� 

��#या म� हमारे !ि^गत योगदान जैसा �यास होगा ।  

      इस का!सं�ह क� किवताA म� िव5वंस, िवरोध,िवयोग और िवषाद जैसे भावB के 

साथ संक+प का भाव भी ह।ै 

 

 जला डाला िहरोिशमा शहर  

 तुnहारे िपता,तुnहारी माँ को छीन िलया तुमसे  

 तुnहारी आँखB क� उ�वलता छीन ली  

 कुछ नहJ छोड़ा तुnहारे हाथB म�  

 मC इस सच को बयान क]ँगा 

 ज़]र क]ँगा...   

 

(‘ओ *यारे बPे!’, तोगे सां�किच, पृ&,  28 , परमाणु बम क
 छाया म
, सािहKय 

अकादमेी,�द+ली ） 

 

      परमाणु बम क� िवभीिषका जापान पर एक राcीय संकट क� भांित आई थी । उसके 

असहनीय @ास का अनुभव Zे@ीय 4तर पर :आ था। पर इस @ासदी क� पीड़ा से उपजी 

किवताA म� वैि-कता का 4वर ह ैऔर उस वैि-कता म� िव--शांित क� आशा और 

िव-ास क� अनुगूँज भी सुनाई पड़ती ह।ै  

 

 िवeान क� संपL फ़सलB पर  

 लग� िव-- शांित के फल 

 सुबह- सुबह अंगूर के लद-े फद ेगुDछB पर 

 एक@ �यB ओस के कण  

 ....हम ऐसी ही सुबह का सपना दखेते हC .... 



46 

 

 

(‘सुबह’,तोगे सां�किच, पृ&,  32 , परमाणु बम क
 छाया म
, सािहKय अकादमेी,�द+ली）  

 

      आशा और िव-ास से आ4था का ज1म होता ह ैऔर आ4था �ाथEना को �कट करती 

ह।ै इस सं�ह म� संकिलत यह किवता सबके िलए और नवसृजन के िलए �ाथEना का 4वर 

मुख(रत कर रही ह।ै 

 

 धधकती अि�यB  

 और मृKयु क� 4मृित म�  

 हमारी सPी �ाथEनाए ँफलीभूत हB  

 सदाबहार, िचर- ह(रत 

 िहरोिशमा के ‘ड+ेटा’ म�  

 हरी कBपल� सरसराए.ँ..  

 

（ ’सदाबहार’,हारा तािम�क, पृ&,  37 ,परमाणु बम क
 छाया म
, सािहKय 

अकादमेी,�द+ली ） 

 

      इस सं�ह म� एक किवता राजनैितक तेवर क� भी ह।ै इस किवता म� स>ाट और 

सा>ाeी का आ�वान �कया गया ह ै�क वे खेलB के मैच दखेते रहने के बजाय परमाणु 

िनरGीकरण के अिभयान म� सहभािगता कर�। 

(‘मेरी बेचैनी’, शोदा िशनोए,पृ& 43,परमाणु बम क
 छाया म
,सािहKय अकादमेी,�द+ली) 

      इस सं�ह क� किवताA के मूल संदशे क� य�द समकालीन िह1दी किवता से 

अंतः�#या हो तो कँुवर नारायण क� यह किवता इस संदशे से सम4वर होती �तीत होती 

ह।ै 

 

छोटी  सी दिुनया  
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 बड़-े बड़ ेइलाके  

 हर इलाके के बड़-े बड़ ेलड़ाके 

 हर लड़ाके क� बड़ी- बड़ी बंदकू�   

 हर बंदकू के बड़-े बड़ ेधड़ाके  

 सबको दिुनया क� �चंता  

 और सबसे दिुनया को �चंता  

 

（’दिुनया क� �चंता’,कँुवर नारायण,कई समय� म
,पृ& 68,भारतीय eानपीठ ,�द+ली） 

 

       िहरोिशमा और नागासाक� क� परमाणु िवभीिषका से उपजे #ूर @ास को सहने के 

साथ वहाँ के नाग(रकB ने िजस साहस और संक+प शि^ का प(रचय दतेे :ए पुनdनEमाEण 

के ज(रये िव5वंस क� मानिसकता को समुिचत उxर �दया था, उसी तेवर को �कट करती 

कँुवर नारायण क� एक किवता यहाँ उ+लेखनीय ह।ै 

 

 एक च#वात से अब मेरी दो4ती हो गयी ह ै 

 कभी कभी आता ह ैवह  

 न जाने कहाँ से घूमता –�फरता  

 और मुझे तहस- नहस करके चला जाता ह ै

  इसी उnमीद पर बनाता f ँ 

 �फर एक घर –सा संुदर कुछ  

 �क जब भी वह आए  

 कुछ तो िमले उसे  

 अपनी शि^ को आजमाने लायक 

（’च#वात’,कँुवर नारायण,कई समय� म
,पृ& 69,भारतीय eानपीठ ,�द+ली） 

 

       िह1दी और उदूE के महान कथाकार मंुशी �ेमचंद ने अपने �िसI उप1यास रंगभूिम 
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के नायक सूरदास के मा5यम से िव5वंस के िखलाफ सृजन और सकाराKमकता को शि^ 

क� भांित 4थािपत करने का उदाहरण �4तुत �कया था।  

      दिुनया क� तमाम अ1यायपूणE,�हसंक और #ूर घटनाA और @ास�दयB का उxर 

!ि^ क� अंतvेतना का सहज �ितिनिधKव करने वाले सृजनशील िचx और पर4पर 

सहयोग के भाव म� ह।ै   

      मनुNय का एक दसूरे के �ित �ेम, सौहा2E ,स�ाव और साथ ही मनुNयेxर सृिm के 

साथ सहयोग और सम1वय का भाव ही परमाणु अGB के खतरे से आ#ांत िव- के सामने 

एकमा@ वरे}य मागE ह।ै  

      अंत म� अपने अथक प(र<म, असाधारण Zमता ,अ�भुत कौशल और िविशm मेधा 

से इस संकलन का अनुवाद और सnपादन करने वाले �द+ली िव-िव.ालय के �ा5यापक 

आदरणीय डॉ. हरजे12 चौधरी जी और यहाँ कायE#म म� उपि4थत आदरणीय <ी िमक� 

यूइिचरो जी को उनके इस अिभनंदनीय कायE के िलए हा~दEक बधाई और साधुवाद दतेे 

:ए मC अपनी बात समाT करता f।ँ  

       आप सब सुधीजनB ने मेरी बातB को 5यान से सुना इसके िलए आप सबके �ित मC 

�दय से अनु�हीत f।ँ  ब:त ब:त ध1यवाद। 
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『原子爆弾の下で』を読んで（日本語訳） 

 

チャイタニャ・プラカーシュ・ヨーギー 

 (Chaitanya Prakash Yogi)  

みなさん、こんにちは。 

ここに訳された詩を読みながら死というものについて何度も意識することになりま

した。まるで恐ろしい死の光景が目の前に浮かび上がってくるようでした。 

 

硝子にえぐられた双眼が 

血膿と泥と 

雲煙の裂け間 

山上の 

暮映を溜め   

 

（「盲目」,峠三吉,『原子爆弾の下で』,p.22, 文学アカデミー,デリー） 

（峠三吉,「盲目」,『英訳原爆詩集』,大原三八雄,編訳,1971,太平出版社,初出は『原爆詩

集』1952？）  

 

人間どうしの憎しみと復讐が演じる死の舞踏の犠牲になるのは、人間だけではない、

罪のない動物や鳥も死んで行くのです。 

 

  屠殺場へ曳かれていた牛の群は 

  河岸をなだれ墜ち 

  灰いろの鳩が一羽 

  羽をちぢめて橋のうえにころがる。 

 

（「炎」,峠三吉,p.22, 『原子爆弾の下で』,文学アカデミー,デリー） 

（峠三吉,「炎」,『英訳原爆詩集』,大原三八雄,編訳,1971,太平出版社,初出は『原爆詩

集』1952？） 

この許しがたい殺戮によって生き物だけではなく、命を持たない世界も人類のこの愚

行の犠牲とならざるをえなかったのです。 
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空間に堆積する 

無限の沈黙 

太陽をおしのけた 

ウラニューム熱線は 

 

（「盲目」,峠三吉,『原子爆弾の下で』,p.22, 文学アカデミー,デリー） 

 

 これらの詩は広島と長崎の原爆の恐ろしさがもたらした世界に広がった絶望、苦悶、

悲しみをさまざまに表現しています。この詩を読みながら私は深い苦痛を覚えます。深

い悲しみを伝えるこれらの詩は、言葉によって人類を揺さぶり突き動かすという詩の務

めを果たしています。 

 人間は自分が人より偉いのだと証明しようとして、死の前では誰もが平等であると

いうことを忘れてしまいます。最後には、この肉体は土に帰り、自らが小さな存在であ

ることが明らかになるのです。 

 

 河原に汐はよせ 

  汐は満ち 

  手が浸り脚が浸り 

  むすうの傷穴から海水がしみ入りつつ 

  動かぬものら 

（「盲目」,峠三吉,『原子爆弾の下で』,p.24, 文学アカデミー,デリー） 

 

 至る所に恐怖がにじみ出ているような気がします。重要なことは、これらの詩は、

普通の詩のように詩人の想像力が生み出したものではないということです。そうではな

くて、これらの詩はきわめて残酷で耐えがたい現実から生まれた恐ろしい痛みと悲しみ

の生きた証言だということです。いったい、この耐えがたい現実の責任者は誰なのでし

ょうか。簡単に答えるならば、それはある、あるいはいくつかの国家に責任があるとい

うことでしょう。別の答えは、原子爆弾が悪い、そして原爆を禁ずることでこの残虐を

取り除くことができるということかもしれません。もう一つ別の答えもありえます。戦

争もしくは戦争を好むことが悪いのだと。こうした単純な答えで問題をしばし覆い隠す

ことができるかもしれません、しかしそれで問題を解決することにはならないのです。

有名なアメリカの作家の言葉は示唆に富んでいます。 

No country is so wild and difficult but men will make it a theater of war.                                               

–Ambrose Bierce  

 実際、戦争の背後には帝国主義そして独裁、さらにその後ろには人間の支配欲があ
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ります。他人を自分の思いのままに従え、彼らを自分たちの言いなりにさせようとする

願いがこの問題の根本にあります。この権利をふるおうとする願望のもとに、平和、幸

福、あるいは進歩の名のもとに、暴力の種がまかれ、その種は隙あれば残酷な果実を実

らせようとします。したがって、これらの詩の訴えるメッセージを正しく理解するため

に、私は今日のセミナーに集まったみなさんに訴えたいと思うのは、原爆を禁止するだ

けで満足するのではなく、われわれすべてが自分の中にある常に他人を支配しようとす

るエゴイズムを認識する必要があるということです。おそらく自分の中の卑小な自己を

知り、その無意味さを自覚することこそが、この悲惨と恐怖そして残酷な現実から立ち

戻るための、私たち一人一人の努力に繋がるのだと思います。しかし、この詩の中には

破壊、対立、怒り、無力そして悲嘆とともに、決意もあります。 

 

 ひろしまの町を焼き 

  おまえの澄んだ瞳から、すがる手から 

  父さんを奪ったか 

  母さんを奪ったか 

  ほんとうのことをいってやる 

  いってやるぞ！ 

 

（「ちいさい子」,峠三吉,p.28, 『原子爆弾の下で』,文学アカデミー,デリー） 

（峠三吉,「ちいさい子」,『英訳原爆詩集』,大原三八雄,編訳,1971,太平出版社,初出は『原爆

詩集』1952？） 

 

 原爆の恐ろしさは日本に国家的な危機をもたらしました。その耐えがたい苦しみの

経験は日本という一つの国を越えて世界の声となり、世界平和への希望と信頼の声を世

界に響き渡らせたのです。 

 

豊饒な科学のみのりが 

たわわな葡萄の房のように 

露にぬれて 

抱きとられる 

朝を 

ゆめみる 

 

（「朝」,峠三吉,p.32, 『原子爆弾の下で』,文学アカデミー,デリー） 

（峠三吉,「朝」,『英訳原爆詩集』,大原三八雄,編訳,1971,太平出版社,初出は『原爆詩
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集』1952？） 

 

 希望と信頼から信仰が生まれます。そして信仰は祈りを生みます。この詩集にある

この詩は朝と新生のための祈りの言葉を紡いでいます。 

 

 死と焔の記憶に 

  よき祈よ こもれ 

  とわのみどりを 

  とわのみどりを 

  ヒロシマのデルタに 

  青葉したたれ 

 

（「永遠のみどり」,原民喜,p.37, 『原子爆弾の下で』,文学アカデミー,デリー） 

（「永遠のみどり」,原民喜,木下順二・堀田善衛 編 1970,太平出版社,初出は

『原民喜詩集』1951） 

 

 ある詩には政治的な怒りが込められています。そこでは日本の天皇、皇后に向けて、

鋭い声が投げかけられています。相撲や野球の試合を見る暇があるならば、核兵器廃絶

運動に参加せよと。（「はがゆい」,正田篠枝,p.43, 『原爆の雲の下で』,文学アカデミ

ー,デリー） 

 

これらの詩の根本的なメッセージを、もし現代ヒンディー語の詩の中に探すとすれば、

クンワル・ナーラーヤンのこの詩に同じ声を聞くことができるのではないかと思います。 

 

 小さな世界 

 大きな国 

 どの国にも大きな兵士 

 どの兵士にも大きな銃 

 どの銃からも大きな銃声 

 だれもが世界のことを心配するが 

 世界が恐れるのはそのだれもというやつだ 

 

（「世界の心配」,『いくつかの時に』,クンワル・ナーラーヤン,p.68, Bharatiy 

Gyanpith, Delhi） 
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 広島と長崎の原爆の悲劇から生まれた無残なな苦しみに耐えつつ、市民たちは勇気

と決意をもって破壊に対して再建で応えました。その勇気をクンワル・ナーラーヤンの

この詩は表現しているように思います。 

 

 ある嵐のやつといまではおれは友達だ 

 そいつはときどきやってきて 

 どこからともなく飛んできて 

 おれをむちゃくちゃにして去っていく 

 そいつがまたやってくるからには 

 きれいな家を一軒建てるのだ 

 またあいつがやってくるときに 

 おれの力はこうだぞと 

 すこしはあいつも思い知るだろう 

 

（「暴風」,『いくつかの時に』,クンワル・ナーラーヤン,p.69, Bharatiy Gyanpith, 

Delhi） 

  

 ヒンディー語とウルドゥー語の偉大な作家ムンシー・プレームチャンドは有名な小

説『舞台』の主人公スールダースを通じて、破壊に抗する創造と肯定の力を生み出す人

間の姿を描きました。世界のあらゆる不正、暴力、そして残忍な出来事と苦しみに対す

る答えは、人間の中の想像力と精神そして互いに助けあう心にあります。人間同士の愛、

優しさ、正しい心、そして人間を超えた世界との協同と融和の心が、原爆の危機に恐れ

おののく世界を救う唯一の道です。 

 最後に、たゆまぬ努力、たぐいまれなる才能、驚くべき巧みさと知性をもってこの

詩集の翻訳をし、編集をされたデリー大学のハルジェンドラ・チョードリー先生、そし

て今日、ここにご出席の三木雄一郎先生に対して、今回の賞賛すべきそのお仕事に対し

て心からの敬意と感謝を申し上げて、私の話を終わることとします。 

ご静聴、ありがとうございました。 

 

（訳注：原爆詩の原作と「」内の出典及び書誌情報については、三木雄一郎氏よりご教

示いただきました。） 
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 “परमाण ुबम क� छाया म�”  को पढ़कर 

अिशमा मेहता 

 

जैसा �क हम सब जानते हC, आज के प(रसंवाद के के12 म� िहरोिशमा और 

नागासाक� पर #मशः 6 अग4त और 9 अग4त 1945 को :ए परमाणु हमलB से @4त 

मनुNयता क� ममE4पशq संवेदना क� �ितिनिध जापानी किवताए ँ हC, िजनका िह1दी 

अनुवाद हाल ही म� सािहKय अकादमी, �द+ली से पु4तक के ]प म� “परमाणु बम क� छाया 

म�” शीषEक से �कािशत :आ ह।ै  

इस पु4तक म� संकिलत किवताA के बारे म� इसी पु4तक के �ारंभ म� अनुवादक 

Xय <ी िम�क यूइिचरो जी और <ी हरजे12 चौधरी जी Xारा िलखी गई भूिमका म� ब:त  

सारगdभEत ह।ै मC भूिमका के कुछ अंशB को पढ़कर अपनी बात �ारंभ कर रही f।ँ 

“इन किवताA म� वतEमान िव- म� !ाT राजनैितक िवधा और सां4कृितक Xतै के 

�ित�बंब �दखाई पड़ते हC। मानवीय पीड़ा, भय और अि4तKव मा@ क� रZा, �चंता तथा 

साहिसक स�#यता के बीजB से िनकली ये किवताए ँमनुNयता को टेरती मनुNयता ही क�  

पुकार ह।ै ये किवताए ँपरमाणु िव4फोट के ब:आयामी और अनेक4तरीय खतरे का खाका  

हमारे सामने पेश करती हC।”  

अब इस संकलन क� बाल किवताA क� चचाE करते :ए लगभग 70 वषE पूवE घ(टत 

:ई महािवनाशकारी घटना क� िसरहन को महसूस �कया जाए। इन किवताA के बारे म� 

पु4तक क� भूिमका म� िलखा गया ह।ै िहरोिशमा जनपद के 4कूलB म� अ5ययनरत अनेक 

बPB Xारा िलखी गई किवताए ँशािमल हC जो �क सहज और �भावपूणE अिभ!ि^याँ 

कही जा सकती हC। इन किवताA म� अनुभव क� ब:त  तीखी आँच ह,ै िजसम� से फूटती 

तिपश हमारी संवेदना के ब:त भीतर तक प:चँने म� और वहJ कहJ बस जाने म� समथE 

ह।ै मानवीय दखु क� पराका&ा से साZाKकार कराने वाली ये किवताए ँमनुNय नामक 

�ाणी के भीतर मौजूद #ूरता और कHणा क� अितयB के द4तावेज जैसी �तीत होती हC। 
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संकलन क� यह किवता हालात क� िवकटता को  सहज ही !^ करती ह।ै 

 

 मC तरस रही f ँउनका चेहरा दखेने को  

 चाह ेसपने म� ही �दख जाए, पर �दखे तो सही  

 पापा ! पापा ! पुकारना चाहती fँ  

 उनक� उंगली थाम उ1ह� अपने पास खJच लेना चाहती f ँ

 

यह किवता �ाथEना या पुकार के ]प म� 5विनत होती ह ैपरंतु वह मांग, वह �ाथEना, 

वह पुकार ठुकराई जा चुक� ह,ै िजनको संबोिधत �कया जा रहा ह ैवे प(रजन और ि�यजन 

संसार से जा चुके  हC। पुकार और �ाथEनाए ँ�ित5विनत होकर लौट आती हC और �{ 

अनुx(रत रह जाते हC। �फर भी इन सब का िसलिसला समाT नहJ होता, uयB�क जीवन 

म� कोिशश� और उnमीद� खKम नहJ होतJ, मनुNय सपने दखेना नही छोड़ता। िवभीिषका 

और @ासदी ऐसी आxE पुकारB को ज1म दतेी हC िजनका कोई अंत नहJ होता। 

 

यह ह ैमनुNय 

परमाणु बम क� करामात तो दखेो 

 

मानवीय दहे� फूलकर िघनौनी हो गई हC 

अपनी- अपनी पहचान खो बैठी हC जनानी- मदाEनी दहे� 

बदरंग, झुलसे, िवकृत चेहरे पर के 

सूजे :ए हBठB से िनकलती आxE  पुकार 

 

‘बचाओ ! बचाओ ! ’  

‘@ािहमाम् ! @ािहमाम् ! ’  
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इस किवता को पढ़ने से ऐसा लगता ह ै�क एक तरफ़ तो मनुNय का #ूर ]प �दखाई 

दतेा ह ैिजसने शि^ को �दdशEत करने के िलए परमाणु बम का इ4तेमाल कर लाखB लोगB 

को तहस नहस कर �दया। वे लोग अपनी पहचान खो चुके हC, आदमी औरत के भेद का 

पता लगाना भी मुिOकल )नामुम�कन (  मालूम पड़ता ह ैऔर दसूरी तरफ़ वही मनुNय का 

बेबस ]प ह ैजो @ािह @ािह मचने पर बचाओ बचाओ पुकार रहा ह।ै  िवभीिषका िवलाप 

को ज1म दतेी ह।ै िहरोिशमा @ासदी से उपजा िवलाप ओओिहरा यामादा कानुको क� 

किवता म� इस �कार !^ :आ ह।ै 

िवलाप  

जो जा चुके हC, लौट कर नहJ आ सकते 

जो जा चुके हC, रो नहJ सकते 

जो जा चुके हC, उनके पास रोने का कोई उपाय नहJ बचा ह ै

जो जीिवत बच गए हC, वे uया कर� 

जीिवत बचे लोगB को uया समझना चािहए 

जो जीिवत बच गए हC 

वे दखु को तोड़ते चलते हC 

4मृित को िनिN#य करते चलते हC 

 

जो जीिवत बच गए हC 

वे चलते हC भावहीन मुखौटB को संभाले- थामे... 

 

इस किवता से यह 4पm होता ह ै�क जो !ि^ िव4फोट म� मारे जा चुके हC वे चाह 

कर भी कुछ !^ नहJ कर सकते और ना ही लौटकर वापस आ सकते हC। ले�कन जो 

�ज़ंदा बच गए हC, वे uया कर�? उनक� ि4थित तो शायद मृत !ि^यB से भी बदतर मालूम 

पड़ती ह ैuयB�क जो िमट गए हC वे तो सब कmB और पीड़ाA से मु^ हो चुके हC। ले�कन 
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जो बच गए हC वे जीते जी मर रह ेहC, �ितपल मर रह ेहC। सूखी आँखB और भावशू1य 

चेहरB के साथ। 

अंत म� वह किवता उ�धृत करने जा रही f ँजो पु4तक के �ारंभ म� ह,ै ले�कन इस 

किवता म� इस सं�ह के समाहार का बोध ह।ै  

 

मुझे मेरा िपता लौटाओ 

मेरी माँ लौटाओ 

दादा- दादी लौटाओ 

मेरी संतान� लौटाओ 

मुझे मेरा ‘आKम’ लौटाओ 

मनुNयता लौटाओ 

 

जब तक पृ�वी पर जीवन ह ै

तक तक के िलए 

अमर-अनंत-अखंड शांित लौटाओ 

 

इस किवता से मनुNय क� पुकार क� �ित5विन सुनाई पड़ती ह।ै वह पुकार उसके 

अपनB को लौटाने क� ह,ै वह पुकार वह सब लौटाने क� ह ैजो इस @ासदी म� खो गया ह।ै 

वह अपने आKम को लौटाने क� मांग कर रहा ह।ै साथ ही ऐसी शांित क� जो कभी न िमट 

सके और न ही छीनी जा सके और िजसको कोई भी भंग न कर सके।  
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『原子爆弾の下で』を読んで（日本語訳） 
 

アシマ－・メヘター (Ashima Mehta) 

 

 今日のセミナーの議論の中心にあるのは、広島と長崎に1945年8月6日と9日に落と

された原子爆弾によって傷ついた人間性の痛ましい苦しみを伝える日本語の詩です。そ

の詩のヒンディー語訳がデリーのインド文学アカデミーから本として『原子爆弾の下で』

のタイトルで出版されました。 

 この本に収録された詩について、翻訳者の三木雄一郎さんとチョードリーさんによっ

て書かれた序文の中で大切なことが述べられています。私は序文を読むことで私の話を

始めようと思います。 

 これらの詩の中には、現代世界の政治的な手法そして文化的な対立が反映されていま

す。人間の苦しみ、恐れ、そして命そのものを守れるかどうかについての不安、さらに

は勇気を振るって戦おうとする種から芽生えた詩が、人間性の叫びを伝えているのです。

これらの詩は、原爆の爆発がもたらす恐ろしい危険についてその多様で多面的な姿を示

しています。 

 この詩集の中の子供が書いた詩について語ることで、およそ70年前に起こった世界の

破滅と、その戦慄を感じ取ってみましょう。広島市の学校で勉強していた多くの子供た

ちが書いた詩がここに含まれています。そこには自然でしかも力強い表現があります。

これらの詩の中には、実際に体験された激しい炎があり、そこから伝わる熱は私たちの

心の奥深くにまで届き、そこにいつまでも残ります。 

 人間の悲しみの極点を伝えるこれらの詩は、人間という生き物の中にある残酷さと悲

しみの行き着くところがどこなのかを示しているようです。 

 

 一どでもいい、ゆめにでもあってみたいおとうちゃん 

  おとうちゃんとよんでみたい、さばってみたい 

     

 （柿田佳子,「おとうちゃん」,画集『小さな祈り』,鹿和雄・画,吉永小百合編,1998,汐文社,

初出は詩集『原子雲の下より』,峠三吉,山代巴,1952） 

 

 しかし、この詩の祈りと呼びかけの声に答える人はいません。呼ばれた人たちは家族

や愛する人たちから遠く去って行きました。呼び声、祈りはこだまするだけでむなしく
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帰ってきます。問いかける声は答えをもらえないのです。それでも、呼びかけは続きま

す。なぜなら、生きるということの努力と希望は決してなくなることはないからです。

人間は夢を見ることをやめません。恐怖と苦しみが生み出す悲痛な叫びは終わることが

ありません。 

 

 コレガ人間ナノデス 

  原子爆弾ニ依ル変化ヲゴラン下サイ 

  肉体ガ恐ロシク膨張シ 

  男モ女モスベテ一ツノ型ニカヘル 

  オオ ソノ真黒焦ゲノ滅茶苦茶ノ 

  爛レタ顔ノムクンダ唇カラ洩レテ来ル声ハ 

 「 助ケテ下サイ」 

 

（原民喜,「コレガ人間ナノデス」,『日本原爆詩集』,大原三八雄・木下順二・堀田善衛 編, 

1970,太平出版社,初出は『原民喜詩集』,1951） 

 

 この詩を読むと、自分の力を示したいばかりに、原爆を落として何十万もの人を滅ぼ

してしまう人間の残忍な姿があります。人間が人間でなくなるのです。男か女かも分か

らなくしてしまうのです。そして、一方では、たすけて、たすけてと悲鳴を上げ続ける

人間がいるのです。 

 恐怖から嘆きが生まれ、広島の悲劇から生まれた嘆きは大平（山田）数子の詩の中で

こう聞こえてきます。 

 

 逝ったひとはかえってこれないから 

    逝ったひとは叫ぶことが出来ないから 

    逝ったひとはなげくすべがないから 

 

    生きのこったひとはどうすればいい 

    生きのこったひとはなにがわかればいい 

   

    生きのこったひとはかなしみをちぎってあるく 

    生きのこったひとは思い出を凍らせてあるく 

    生きのこったひとは固定した面
マスク

を抱いてあるく 

 

（大平（山田）数子,詩画集『小さな祈り』,男鹿和雄・画,吉永小百合・編,1998,汐文社,初出

は『広島の詩』, 1955？） 
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 爆発で死んだ人たちは、そうしたいと思っても何も言うこともできず、また戻ってく

ることもできない。しかし、生き残った人たちは、どうすればよいのか。おそらく死ん

だ人たちよりもつらいのです。なぜなら、死んだ人たちはあらゆる苦しみや痛みから解

放されている。しかし、生き残った人間たちは生きながら死んでいる。今この瞬間にも

死んでいっている。涙の涸れた目と表情の消えた顔をして。 

 最後に詩集の最初にある詩を引用します。そこにはこの詩集のすべてが込められてい

ると思うからです。 

 

 ちちをかえせ ははをかえせ 

    としよりをかえせ 

    こどもをかえせ 

 

    わたしをかえせ わたしにつながる 

    にんげんをかえせ 

 

    にんげんの にんげんのよのあるかぎり 

    くずれぬへいわを 

    へいわをかえせ 

 

（峠三吉,詩画集『小さな祈り』,男鹿和雄・画,吉永小百合編,1998,汐文社,初出は,『原爆詩

集』,1952,序） 

 

 この詩の中から、人間の叫びが聞こえます。その叫び声は自分のものを返してくれ

と訴えます。この悲劇が失わせたものを返せと。詩人は自分自身を返せと叫びます。

同時に、決して終わることのない永遠の平和を返せと。奪われることのない、だれも

壊すことのできない平和を。 

 

（訳注：原爆詩の原作と（ ）内の出典及び書誌情報については、三木雄一郎氏より

ご教示いただきました。） 
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『原子爆弾の下で』を読んで 
 

ヒンディー語専攻４年生 岩瀬 安奈 (Iwase Anna) 

 

今回『原子爆弾の下で』を読むにあたって、初めて日本語の詩をヒンディー語で読む

機会を得ました。普段はヒンディー語を日本語に訳すことが多いため、とても新鮮な経

験でした。この詩集を読んで私が初めに思ったことは、「インドの多くの人々がこの詩

集に出会い、戦争と原子爆弾の危険性について少しでも考えてほしい」ということです。

この本には耐えきれないほどの苦しみと悲しみ、切なさが詰まっています。 

原爆の悲劇によって、大勢の人間が痛みと苦しみの中もがきながら死んでいきました。

あの一瞬の爆発ですべてのものは灰になってしまった…その様子は、地獄よりもひどい

状況だったと聞きます。 

 今日本は、見かけ上ではすべて元通りになったように思います。戦争の経験をした人

は高齢になり、話を聞く機会も少なくなりました。日本人はだんだん戦争と原爆のおそ

ろしさを忘れていっている気がします。私たち若者はその実体験をしていないからです。

しかしだからといって忘れていいものでは決してありません、日本は原爆を落とされた

世界で唯一の国です。全世界の人々に、これらの危険性やおそろしさを伝える責任が私

たちにはあります。 

 近年、核は抑止力であり、平和のために必要なものであるといわれています。その考

え方が間違っているとは思いませんが、今一度考えてみてほしいと思います。もし原爆

を使用することになれば、多くの人間の命が失われ、残された人々も悲しみの中に沈む

ことになるでしょう。この本を読んで、自分のこととして想像してみてください。「も

し原爆によって自分に関係のある人々の命が奪われ、自身も痛みと飢え、喉の渇きに苛

まれながら死んでいくことになったとき、なにを思うのだろう？」と。 

 この詩集のおかげで、こんなふうに原爆を自分のこととしてあらためて考える機会を

与えてもらいました。そして、その中で私の心にひとつの疑問が浮かんできました。 

「原爆は本当に必要なものなのだろうか？」 
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“परमाणु बम क
 छाया म
”  को पढ़कर 

�हदंी िवभाग, चौथी क�ा, ईवासे अ�ा 

‘परमाणु बम क� छाया म�’ पु4तक के मा5यम से �हदंी म� जापानी किवता को पढ़ने का 

मुझे पहली बार मौका िमला। यह पु4तक पढ़ने के बाद मCने सोचा �क भारतीय लोगB को 

इस पु4तक को ठीक से पढ़ना चािहए और युI और परमाणु बम के इ4तेमाल के खतरB 

के बारे म� िवचार करना चािहए। 

इस �कताब को पढ़ते :ए अKयंत दखु और कm क� अनुभूित होती ह।ै बम क� िवभीिषका 

के बाद �यादातर लोगB क� कm और पीड़ा म� मृKयु हो गई। परमाणु बम के िव4फोट के 

बाद सब भ4म हो जाते हC। एकदम नरक से भी बदतर हालात पैदा हो जाते हC।अब जापान 

म� सब ि4थितयाँ दखेने म� ठीक हो गई हC। युI को जाननेवाले लोग पूरी तरह बूढ़े हो गए 

हC। पर ऐसा लगता ह ैक� जापानी लोग युI और परमाणु बम क� भयावहता को धीरे- 

धीरे भूल रह ेहC। uयB�क हम युवा लोग अब उसे अनुभव नहJ कर पाते हC। पर जापान 

दिुनया म� अकेला दशे ह ैिजसने परमाणु बम क� @ासदी को भोगा ह।ै इसक� भयावहता 

से सारी दिुनया के लोगB को अवगत कराना हमारी िजnमेदारी ह।ै  

इन �दनB कहा जा रहा ह ैपरमाणु बम दिुनया क� शांित के िलए आवOयक ह।ै यह खयाल 

सही भी हो सकता ह।ै ले�कन यह भी सोिचए, अगर परमाणु बम का इ4तेमाल कर�गे, तो 

ब:त लोग मारे जाएगँे, और बाक� लोग दखु म� डूब जाएँगे। 

यह �कताब प�ढ़ए और क+पना क�िजए। “अगर परमाणु बम के िव4फोट से हमारे संबंधी 

लोगB क� मृKयु हो जाए और हम 4वयं भी पीड़ा, ददE, भूख और *यास से तड़पते :ए मरने 

लग� तो उस समय कैसा लगता ह?ै” यह पु4तक पढ़ते :ए बार बार इसे अनुभव करने का 

अवसर िमलता ह ैऔर मनोमि4तNक म� एक ही �{ कyधता ह-ै------“uया परमाणु बम 

ज़]री ह”ै? 
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हम
 सीखना चािहए 

 

�हदंी िवभाग, तीसरी क�ा, नाकािनिश वाता! 

 
नम4कार। 

      मCने इस पु4तक म� संकिलत कुछ किवताA को पढ़कर �चंतन करने का �यास �कया 

ह।ै यहाँ मC अपने आलेख म� कुछ किवताA के उदाहरण दतेे :ए इस पु4तक के ममE को 

4पm करना चाहता f।ँ  “मC तुnहारे िलए तरस रही f ँमाँ!” (पृ&, १३८) म� एक बेटी को 

अपनी मृत माँ क� ब:त याद आती ह।ै  “िनNफल ही रहा मेरा मनोरथ” इस वाuय म� 

उसके अपनी माँ से :ए िवयोग क� भावना �कट होती ह।ै  

      दसूरी किवता “परमाणु बम से मरे केन क� ि�य आKमा को समdपEत छह पद” (पृ&, 

९२) म� अपने लापता हो गए *यारे बPे को ढँूढ़ने क� माँ क� ती� इDछा 4पm ]प से 

अिभ!^ :ई ह।ै परमाणु बम ख़तरनाक और भयानक शG ह,ै वह केवल अवसाद व 

िवषाद ही पैदा करता ह।ै ले�कन किवता के अंत म� माँ कहती ह,ै “�दल कड़ा करके चेहरा 

उठाती f,ँ आँसू पBछती f”ँ। इस किवता को पढ़कर मुझे एक �कार क� आशा और ताक़त 

क� अनुभूित :ई जो िहरोिशमा के लोगB म� परमाणु बम क� @ासदी भोगते :ए भी मौजूद 

थी। 

      तीसरी किवता “यह ह ैमनुNय” (पृ&, ३९) इस अंतdवEरोध को 4पm करती ह ै �क 

मनुNय ने पहले अपनी सुिवधाA और आराम के िलए तकनीक� िवकिसत क�, ले�कन 

वही तकनीक� उलटे मनुNय को मारने का एक भयानक  साधन बनकर रह जाती ह।ै  

  चौथी किवता “मंद मंद गंध” (पृ&, १८२) क� इस पंि^ को दिेखए, “मेरी दादी 

जी कहा करती थJ, “ दरwत म� खुदा बसता ह”ै। इसको पढ़कर ऐसा पता चलता ह ै�क 

जापानी लोग सारी �कृित म� ई-र के होने को मानते थे। और इसी किवता क� अंितम 
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पंि^ भी दिेखए , “िबना �कसी �ितरोध के मानवीय मूखEताA को �ेिषत करने के इसके 

संक+प को मC दिृm उठाकर दखेती f ँ ”। यहाँ मुझे मनुNय क� 4वाथEपरता और मूढ़ता 

�दखाई दतेी ह।ै 

      परमाणु बम ने िहरोिशमा और नागासाक� को नm कर �दया था। जब १९४५ के 

अग4त माह के पहले सTाह म� संुदर नीले आकाश म� परमाणु बम का िव4फोट :आ, तब 

से अब तक ब:त से लोग अपने ि�यजनB से हमेशा के िलए अलग हो गए हC। और परमाणु 

बम ने न केवल लोगB को बि+क �कृित को भी गंभीर Zित प:चँायी थी। 

      यह पु4तक परमाणु बम के Xारा �कृित और मनुNयता पर :ए हमलB के 

प(रणाम4व]प उपजी पीड़ा और ददE को बख़ूबी �कट करती ह।ै इस पु4तक क� किवताA 

को पढ़ना हम सबके िलए इसिलए ज]री ह ै�क अपने इदE िगदE और अपने भीतर !ाT 

�हसंा और #ूरता को हम समझ सक�  और उसके पार उठने का एक ज़(रया �ाT कर सक� , 

तभी शायद इस पु4तक के �काशन का उ�ेOय पूरा हो पाएगा। 

ध1यवाद। 

 

 

私たちの学ぶべきこと 

 
中西 渉 (Nakanishi Wataru) 

 
 

 私はこの度、この本に編纂されているいくつかの詩を読み、思考を巡らせて参りまし

た。ここでは、二、三の詩を例にとり、この本の核となる訴えについて皆様のまえにて

明らかにしたいと考えております。 

『お母さん、私は貴女を想っています』においては、ある少女が亡くなった母親の良き

思い出を回想しています。「私の望みは薄くなるばかりでした」この表現にて、母親と

の離別の念が現れ出ております。 

 ２つ目の詩、『原爆に消された愛しのけんの魂に捧ぐ六行』では、行方不明となった愛

する息子を探し出そうとする母親の激情が表されております。原爆は危険で恐ろしい兵

器であり、失意と悵然しか生みません。しかし、詩の結びの部分で母親が、「心を強く

持ち、上を向いて涙を拭くのであります」と言うように私はこの詩を読み、原爆の悲劇
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を受け止めつつも、深層部分に根付く広島の人々のある種の勇気と力を感じました。 

 ３つ目の詩、『人間とは』においては、当初は人類が自らの利便性の追求のため発展さ

せてきた技術が翻って人類を破滅に導く恐ろしい手段に取って代わってしまったとい

う矛盾について説いております。 

 4つ目の詩、『薄暗き匂い』のある部分、「昔おばあさんが木には、神様が宿っていると

言っていた」をご覧下さい。日本人は、すべての自然に神が宿っていると信じていると

いうことがわかります。またこの詩の最後の部分もご覧になって頂きたいのですが、「ど

んな抵抗もなく人類の愚かさを表すこの創造物を私はしっかりと見ている」この部分を

読み私は、人類の自己中心性と愚かさを垣間見ました。 

 原爆は、広島と長崎を破壊しました。1945年の 8月の初週の青く輝く美しい大空に原

爆が炸裂したその時から今まで多くの人が愛するものに会えずにいます。また原爆は人

間だけでなく自然にも壊滅的な被害を及ぼすことになりました。 

 この本は、原爆によって自然と人間への被害の結果としてもたらされた痛みを完璧に

表しています。この本に編纂されている詩を読むことは、我々が自らの周りの人々と己

の内に潜む残忍さと冷酷さを理解し、それらを乗り越えるためのある１つの源を手に入

れることと同義であるという点でとりわけ必要なことであります。そして、その暁には

この本が世に広まることの目的が達成されるように感じます。 

有難う御座いました。 
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いくつかの詩を読んで 

 

ヒンディー語専攻３年生 日高航洋 (Hitaka Koyo) 

 

 こんにちは。この本のそれぞれの章から私の選んだ一つの詩について、自分の思いを

ここで述べたいと思います。 

 

第 1章 

人間は１人で（孤独であると）生きることはできないのです。なぜなら、人の生活と平

和には深い関係があるからです。 

第 2章 

私は、この話の中に、原爆の爆発の痛みを感じ取ることができます。広島の爆弾の爆発

で、人間だけでなく、自然や環境も一瞬で壊滅してしまうほど、他の全ての物も無くな

ってしまったのです。 

第 3章 

命をなくした者は何もすることができません。しかし、生きている者ですら、（この戦

争という状況の中では）何もすることができないのです。なぜなら、人間は、人間と共

存してこそ生きることができるからです。この話を読んで、私は、爆発によって苦しめ

られた人々の人生の価値が失われてしまったと痛感しました。 

第 4章 

マツナガの妻は、生きていたとき、悲しみでただひたすら泣いていたのです。彼女は、

彼の世話をしていましたが、原爆で亡くなりました。この行を読んだところ、妻の死後、

彼女は自分にとって大切な存在であったことが、夫に強烈に感じられたのでは、と思い

ました。 

第 5章 

原爆の攻撃の中で、「広島」はすべてを失いました。原爆の損害は非常に大きかったの

です。私は、詩人であるオオハラさんのこの詩の中で、人々の古き日々が戻ってきてほ

しい、という希望を感じ取りました。 

第 6章 

当時、広島にいなかった人々は、原爆では傷を負いませんでした。この詩を読んで私が

思ったことは、原爆によって負傷した子供をからかうことだけは、許せないということ

です。負傷した女の子も日本のために自分のできる貢献をしているというのに、、、 

第 7章 
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詩人のイトウさんは助かりました。しかし、「私は、当時のことを今でも思い出すこと

はできない」と彼女は言います。これを読んで、原爆の影響が、当時のことを思い出す

ことすら苦痛に感じるほど恐ろしいものであったのだと、私は思いました。 

第 8章 

詩人の家族は原爆で壊滅してしまいました。彼らはこの詩で、自分の置かれたものすご

い状況を描写しています。この詩を読んで分かったことは、戦争で苦しめられたのは日

本人だけでなく、それどころか、当時日本にいた他の国々の人々でもあるということし

た。 

第 9章 

原爆の威力は、石段に人影が焼き付けられるほど、強烈なものでした。放射線は今も人

の命を奪い続けています。この詩で原爆の脅威を感じました。 

第 10章 

ある女性の子供が原爆の爆発で亡くなりました。しかし、彼女の大きな愛情は失われま

せんでした。戦争のことを考えながら、私は胸が痛みました。 

ありがとうございました。 

 

कुछ किवता& को पढ़कर 
 

�हदंी िवभाग, तीसरी क�ा,   हीताका कोयो 

नम4कार। 

इस पु4तक के �Kयेक खंड से ली गई एक एक �ितिनिध किवता पर मC अपने िवचार यहाँ 

�4तुत कर रहा f।ँ 

खंड 1 

मनुNय अकेला नहJ रह सकता ह।ै इसिलए लोगB के जीवन और शांित के बीच म� गहरा 

संबंध ह।ै 

खंड 2 

मC इस किवता म� परमाणु बम के िव4फोट से :ई Zित को महसूस कर सकता f।ँ 

िहरोिशमा बम िव4फोट म� मनुNय ही नहJ, बि+क अ1य सारी चीज़�, यहाँ तक �क �कृित 

और पयाEवरण भी, Zण भर म� नm हो गए थे। 
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खंड 3 

जो जा चुके हC, कुछ कर नहJ सकते। ले�कन, जो जीिवत बच गए हC, वे भी कुछ कर नहJ 

सकते। uयB�क मनुNय िसफE  मनुNय के साथ ही रह सकता ह।ै इस किवता को पढ़कर मुझे 

लगा �क  िव4फोट से पीिड़त लोगB क� �ज़ंदगी का मू+य खो गया था। 

खंड 4 

जब माKसुनागा जी क� प�ी जीिवत थी, तब  वह दखु से िसफE  रो रहा था। उस प�ी ने 

उसक� सेवा क�, ले�कन वह आिखर परमाणु बम से मर गई। ये पंि^याँ पढ़कर मुझे लगा 

�क पित को उसक� प�ी के दहेांत के बाद यह अहसास ब:त ती� :आ �क उसके िलए 

प�ी ब:त महkवपूणE थी। 

खंड 5 

िहरोिशमा ने परमाणु बम के हमले म� सब खो �दया था। वह Zित ब:त बड़ी थी। मCने 

किव ओओहारा जी क� इस किवता म� आशा को महसूस �कया �क िहरोिशमा म� लोगB के 

पुराने �दन वापस आएँगे। 

खंड 6 

उस समय जो लोग िहरोिशमा म� नहJ थे, वे परमाणु बम से घायल नहJ :ए थे। इस 

किवता को पढ़कर मCने सोचा �क परमाणु बम से ज़tमी :ए बPB को �कसी हालत म� भी 

छेड़ना नहJ चािहए। uयB�क वे लड़�कयाँ अपने ि�य दशे जापान के िलए यथाशि^ 

योगदान कर रही थJ। 

खंड 7 

इतो जी जीिवत बच गई हC। ले�कन वह कहती ह ै�क मC उस समय को अब भी नहJ दखे 

सकती। यह पढ़कर मुझे लगा �क परमाणु बम का �भाव इतना भयानक था �क उसे याद 

करना भी कmकारी ह।ै 

खंड 8 

किव का प(रवार परमाणु बम से नm हो गया ह।ै इस किवता म� उ1हBने अपनी दाHण 

ि4थित का वणEन �कया ह।ै इस किवता को पढ़कर यह पता चलता ह ै�क युI के पीिड़त 

केवल जापानी ही नहJ, बि+क अ1य दशेB के लोग भी थे जो उस समय जापान म� थे। 
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खंड 9 

परमाणु बम का �भाव इतना ती� था �क इसने पKथर क� सी�ढ़यB पर मनुNय क� छाया 

छाप डाली। रेिडयोधdमEता अब मनुNयB के �ाण हरती रहती ह।ै मCने इस किवता म� उसका 

भय महसूस �कया। 

खंड 10 

एक औरत  के सभी बPे परमाणु बम के हमले म� मारे गए। ले�कन उसक� लोगB के �ित 

�ेमभावना कभी नहJ मरी। मुझे तो युI क� क+पना करने मा@ से पीड़ा होने लगती ह।ै 

ध1यवाद। 
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原爆詩 ヒンディー語訳出版記念のセミナ

ーに参加して 
                        

ヒンディー語専攻２年生 中西優紀子 (Nakanishi Yukiko) 

 

 

私は詩を書くことと読むことが小さい頃からとても好きなので、この講演会の存在を

知ったとき、すぐに行くことに決めた。詩というのは事細かに説明がなく、想像する部

分が多いことが何よりの魅力で以前から好きだった。今回も参加する前は日本語の詩の

ような言葉の余韻や比喩などを想像していた。言語の違いを想像せず、言葉の持つ音や

味わいをイメージしていた。 

 今回、講演会に参加して言語という壁を超えたもの（とりわけ、日本の詩がヒンディ

ー語に訳されたもの）に触れたのは初めてだった。最初は意味を追いかけようと詩を読

み始めてしまったため、私のヒンディー語の力の不足から日頃、詩を読むときのように

花開くようにイメージがあふれ出すことがなく、自分は詩を読んでいるのに、、、どうし

てと少し戸惑った。 

しかし、音の反復を感じる詩を読んだとき、突然イメージが広がった。ヒンディー語を

通して日本人の表情のイメージが広がったのは初めてかもしれない。 

 ヒンディー語は日本語と違って一つの言葉に非常にたくさんの意味が含まれている

ことは以前から感じていた。それゆえ、日本語の詩を筆者の思い通りにヒンディー語に

訳すことは困難だろうと思っていた。ただ、今回いくつかの詩を読んでみて、筆者の思

い通りかどうかは分からないが、（訳すという行為を行うにあたって当然のことだと気

づいた）一つ一つの言葉が私のイメージを掻き立てた。これまで私が読んできた詩は全

体の中の一つの言葉としての味わい方が多かった。しかし、今回、一つの言葉が全体に

もたらす影響の大きさを感じた。 

 おそらく、インドで書かれたヒンディー語の詩を読む場合、概念的にも日本人と異な

るため、理解が困難な部分が多かったと思う。しかし、今回、原文は日本のものという

ことで表現が理解しやすかったのかもしれない。いづれにしても、今回は三木先生とチ

ョードリー先生がいかに一つ一つの言葉を大切に扱われたのかが伝わってきた。 

 ヒンディー語を通して日本人のイメージ、原爆という傷跡のイメージが広がるという

感覚はすごく新鮮だった。今の私には到底、真似ることはできないが、言葉というもの

への向き合い方を改めて考えさせられた。予習さえできれば、この物語さえ、理解でき
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ればという狭い言葉への向き合い方に陥ってしまっていた自分に気づかされた。言語力

を高めるにはもちろんひたむきな努力が欠かせないと思うが、その過程において言葉の

扱い方をおろそかにしてはならないと思った。私が魅力を感じている言葉への向き合い

方を思い出しつつ、これからの学習に励んでいきたいと思うきっかけになった。 
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セミナー進行の記録 

 

ヒンディー語専攻２年生 後藤大輝,中西優紀子 

(Goto Daiki, Nakanishi Yukiko) 

 

後藤 1945年 8月 6日、9日、それは人類の歴史の中で最も黒歴史として記憶されて

いることでしょう。 

中西 国境と軍隊に自らの運命と将来を模索する人間の誕生はこれらのどちらの日に

おいても残忍な暴力の極地へと渡ってしまいました。（限度を超えてしまいました） 

後藤 広島と長崎に起こった核攻撃の恐ろしさは決して忘れることはできせん。大地

から天地までこだました叫び、すすり泣き、嘆き、そして悲しむべき恐ろしい沈黙、

これらの恐ろしさを記憶することは余儀ないことです。（使命です） 

中西 これらの二つの街に行われた残忍な攻撃ののちの辛辣な痛みを伝えるために日

本の詩のヒンディー語訳を日本の三木雄一郎さんとインドの教授であり文学者である

ハルジェンドラ・チョードリーさんが類稀なる努力と使命感により作成しました。 

後藤 この翻訳は一つの本という形で、今年の 8月にデリーにある文学アカデミーか

ら出版されました。 

中西 本日は『原子爆弾の下』にて、という本について、話し合い、意見を交換する

ためにこちらにお集まりいただきました。 

後藤 まず初めに、この活動を始め、翻訳を行った三木さんを前にお招きしたいとお

もいます。皆様、盛大な拍手でお迎えください。 

中西 このミーティングには溝上先生もお越しになられています。溝上先生を前にお

呼びしたいと思います。 

後藤 並びに、私たちの教授、そして私たち全員を励まして下さる高橋明先生を前お

呼びしたいと思います。盛大な拍手と共にお二人の教授、溝上先生と高橋先生をお迎

えください。 

中西 本日の会には長崎先生、小磯先生、ヨーギー先生、松木園先生もお越しくださ

っています。それでは、これから、この本に編集、そして翻訳された詩について話し

ていきたいと思います。ヒンディー語の二回生の奥山くんが詩を読んでくれましたの

で、それをお聞かせします。彼は本日、別の授業があり学んでいます。 

後藤 寛太さんの感情のこもった発表の後は、もう一つのテーマへと参りたいと思い

ます。 
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中西 それではヒンディー語の三回生の日高航洋さんを、この編算の詩について書い

た彼の考えを発表していただきます。それではお呼びいたしましょう、航洋さん。 

後藤 航洋さんの示唆に富んだ発表の後はヒンディー語の三回生の中西渉さんを、こ

の本の詩について、自らの考えを、書き留めたものとよむという形で発表していただ

きます。 

中西 中西さんの考えに富んだ発表の後は４回生の岩瀬安奈さんをぜひお呼びし、書

きしたためたものをご発表いただければと思います。 

後藤 安奈さんの考えさせられる発表の後は、インドから日本語を研究されるため日

本にお越しになっている研究生のアシマ・メヘターさんに、どうか書きしたためたも

のを通じて、この本に対する意見や考えを発表していただきますようお願いします。 

中西 メーヘターさんの深く胸を打つ考えをきいたあとは、高橋先生にチョードリー

先生からのお言葉をお読みいただきます。 

後藤 高橋先生、ありがとうございます。さて、これに関連して、今日の討論会にお

けるこの詩についてヨーギー先生にご意見を頂戴したいと思います。 

中西 ヨーギー先生の激励のあとは、小磯先生もよろしければ一言頂ければとおもい

ます。小磯先生お願いします。 

後藤 それでは溝上先生に本日の討論会の終わりに、論評をいただきたく前にお呼び

いたします。 

後藤 さて、本日は和田幸子先生もおいでくださっています。歓迎いたします、あり

がとうございます。さて、和田先生にもこのせっかくの機会ですのでお考えをお聞か

せくださればと、思います。 

中西 ありがとうございました。最後に長崎先生に本日の討論会を振り返って、祝辞

をお願いしております。本日は皆様お集まりいただきありがとうございました。 

 

 この本は現在文化的な交流が遅れている我々にとって、良い契機になるのではない

かと思います。インドも原爆を作っていて、それがもたらす恐怖や日本のうけたダメ

ージについて知る良い媒体となり得るでしょう。日本の文学に触れるという意味でも

素晴らしいものであり、その熱意にただただ敬服します。より一層インドと日本が手

を取り合い仲を深めていけたら良いなと、あらためて思わされ、良い日になりまし

た。（編者注：実際には進行はヒンディー語で行われましたが、ここではそれを日本語

に二人が翻訳し直してくれました。） 
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“परमाणु बम क
 छाया म
” 

 恐れと救い 

 

高橋 明 (Takahashi Akira) 

 

 123編の詩を一度に読むという経験は、私にとって生まれて初めてのことでした。ど

れか一つでも読まずに、本を閉じることは、何かその読まれなかった詩に対して申し訳

がない、わかってもわからなくても、ともかくも読まないではどこか落ち着かない気持

ちになる、喩えが適切かどうかわかりませんが、道ばたに何体か並んで立っているお地

蔵さんがいらしたとして、その内のどれかのお地蔵さんをことさらに除いて、他のお地

蔵さんだけに頭を下げるわけにはいかない、というような気持ちで、結局、すべての詩

を最後まで読みました。 

 今、感じていることは、こうした詩を読むことは、とても個人的な体験をする、とい

うことだというものです。もともと、詩を読むということはそういうことかも知れませ

ん。しかし、原爆投下とその悲劇という事実については、それから 70 年という長い時

間を経た今でも、政治的、社会的、そして歴史的な評価や判断が絡まらざるをえない事

柄であることから、余計に、意識して、個人的な体験としてのみ読むべきではないかと

思うからでもあります。その意味で、ここに収録された詩が、翻訳者によって序文で述

べられているところによれば、「政治臭の強い浅薄な詩を除い」たとあることは、とて

も大切なことではなかったかと思います。たとえば、原爆の悲劇の責任者として、天皇

と日本の軍隊に対して激烈な恨みと呪詛を浴びせることで有名なある日本の漫画があ

りますが、人間が政治的であることそのものが、原爆の悲劇をもたらした大きな原因で

あり、そのような漫画は悲劇の再生産をしているだけの事だと考える私のような人間に

とっては、訳者のみなさんのこの選択は、とてもありがたいことでした。 

 よく言われてきたことですが、政治は人間を単なる「数」に貶めます。政治の中では、

人間は大勢の中の一人になります。政治的な集会で 100万人が集まれば、一人のかけが

えのない人間の価値は、百万分の一になります。ところが、『原子爆弾の下で』は、一

つ一つの詩、その一行一行、言葉の一つ一つが、一人の読者である私に呼びかけてきま

した。私はそれらの一つ一つの声に、向かい合うよう努めざるをえませんでした。政治

的にひとくくりに、ひとまとめに、数として、簡単な結論、簡単なスローガンに要約す

ることのできない、心からの言葉と向かい合うことができたことに、お二人の訳者に感
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謝します。「政治臭の強い浅薄な詩」が、いち早く詩としての命を失ってしまっている

だろうことを考えれば、この翻訳詩集はこれからも原爆詩の翻訳として、長くその命を

保つことを私は確信しています。 

 さて、これらの詩を読んだ後に、今残っている私個人の感情は、とても一言では言え

ません。可哀想に、気の毒に、哀れにも、痛ましくもあり、もしこれが自分に起こった

ことならば、また自分の家族や親しい人たちに起こったことならば、自分は一体どうし

ていただろう、という混乱した気持ちが絡み合い、ほどけないままに沈んでいく思いで

す。結局の所、何か一つの答えはないのではないかと思うのです。それほどの、大きく

取り返しのつかない悲劇、事実、悲しみであったと思うのです。そもそも、優れた文学

とは、何らかの悲劇や喜劇に対して、何かの答えを与えるものではなく、逆に読む者を

混乱に陥れるべきものだと、私は考えています。その意味でも、『原子爆弾の下で』は、

読者に答えの出ない、出るはずのない、人間とはそもそも何者なのか、という問いに向

かい合うことを求める優れた文学作品だと思います。しかも、その根源的な問いを、日

本語からヒンディー語という異国語に見事に移しえた貴重な試みであると考えます。 

 とはいえ、今度はまるで逆のことを言うようですが、人間は政治的であることから逃

れられない存在でもあります。一人一人を見れば孤独な人間も、百万人集まれば、歴史

を変えるとてつもない力を持つことが可能となります。人間とは社会的な存在としてし

かあり得ないものだとすれば、同時にその存在自体が政治的なものであらざるをえませ

ん。その上で、個人的でもあり、同時に、社会的かつ政治的でもあろうとすることは、

自分や自分の家族、親しい人間たちを原子爆弾の悲劇から守るために、個人の限界を超

えて、一体どうすれば良いのかという問いに答えることだと思います。 

 今の私が恐れていることは、この日本に、この日本のどこかの町に再び原爆が落とさ

れることが今にもあるのではないのか、ということです。日本を取り囲む、アメリカ、

ロシア、中国、北朝鮮に原爆があります。ということは、私の周りに、私を殺そうとす

る意志と能力を持った国と人間たちが存在していることに他なりません。70 年前に、

原爆で無辜の民を殺傷するという決断をしたのが、私と同じ人類の一部であったのであ

れば、これからも同じ決断をする人類の一部が現れても何の不思議はありません。その

恐ろしい決断をする人間の私もまぎれもない、一人です。 

 そうであればこそ、原爆というこの上もなく恐ろしい、人間の手に余る危険なオモチ

ャを人間は持つべきでありません。人間への災厄はかつては自然が与えるものだけであ

った時代もあったのでしょう。しかし、今は人間にとっての最悪の災いをもたらすもの

が人間であるという時代に、私たちは生きています。一方で、戦争をこの世からなくす

ことは絶対に不可能なことだと、私は考えています。また、時にはやむなく戦い、殺し

合わざるを得ないことも、あり得る選択だと私は考えます。だからこそ、せめてものこ

ととして時に戦わざるを得ない存在である私たちは、子供や家族、誤解を恐れずに言え

ば、女子供の、そして無辜の民を巻き添えにすることのないように努力をすべきだと思
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うのです。原爆は、生身の、本来裸の人間が持つべき武器の限度を超えています。その

意味で、私は核兵器に反対します。しかし、如何に反対をしようとも、将来にわたって

核兵器廃絶が現実問題として実現しえないのであれば、あるいは少なくともこれから

10年、20年の間に核兵器を失くすことができないとしましょう。一方、日本のどこか

の町に再び核爆弾が落とされる危険が、今この瞬間、あるいは明日、明後日にもあるか

もしれないという危険があるとすれば、それを座視する勇気は私にはありません。その

場合は、日本自身が核兵器を持つ可能性についても考えざるをえないと思います。私も、

原爆というおよそ非人間的な武器を実際に使用した人間たちに憤りと憎しみを感じて

います。しかし、同時に、あわれな、罪のない、愛しい人類の子供たちを再びこのよう

な目に遭わせないために、たとえそれが原爆という恐ろしい武器であっても、それを持

つことで彼らを守ることができるのであれば、その武器を手にしたいと思います。自分

でこう言いながら、自分の言葉の恐ろしさに私も気づいています。しかし、この恐ろし

い矛盾の中で生きている自分自身を見つめる時、私に答えは見つかりません。一体、私

たちはどうすればいいのでしょうか。『原子爆弾の下で』は、私にとって、答えのない、

根源的な問いとしていつまでも私の前にあるものとなりました。 

 答えではありませんが、これらの原爆についての詩の至る所に、私は救いがあること

にも気づきました。それは、この詩の中に人間の善意と優しさが満ち溢れているという

発見です。いや、発見という大げさな言葉を使わなくとも、この本の中のどの詩を読ん

でも、誰もが気が付くことだと思います。一つだけ、例を挙げてみます。中原澄子さん

の、काश! म� अपने घर उराकािम लौट सकती (p.149)という少し長い詩です。散文詩と言った方

が良いかもしれません。想像するに、被爆者のいちやましげるさんという方が詩人の中

原さんに語った体験を基に、詩を書かれたようです。みなさんもお読みになったかも知

れませんが、私の手元には今、日本語の原文がありませんので、試みにヒンディー語か

ら日本語にその一部を再翻訳をしてみました。 

 

（セミナーでは、『原子爆弾の下で』に収録された中原澄子さんの詩のヒンディー語訳

からさらに日本語へと翻訳したものを配布しましたが、その後、中原さんの書かれた詩

集を入手して、原作に触れることができました。そうなってみれば、ここで私の下手な

訳をお見せする必要もありません。私の残りの文章をさっさと終わらせて、中原さんの

原文の該当部分と『原子爆弾の下で』の対応部分とを引用の形でここに紹介して、原作

と翻訳の両方の素晴らしさを実感していただくこととしました。） 

 

 もう、私から何も注釈をつける必要はないでしょう。ここにあるのは、ひたむきな

人間の善としか言い様のないものです。地獄のような世界の中で、人はここまで優し

くなれるものなのでしょうか。原爆投下は大きな悲劇でした。今に続く悲劇です。し
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かし、その悲劇の中にあって、これだけの優しさをこの人たちは今の私たちに残して

くれました。最初に、私がこの中の詩のすべてが私たちに呼びかけていると書きまし

たが、その声はかくも、慈愛に満ち満ちた、優しい声でした。怒りもあります。激し

い怒りもあります。しかし、そこにもその底には人間に対する信頼があります。 

 私は自分の大切な人たちを守るために、原爆という武器をわれわれも所有すべきで

はないかと、ついさきほど言ったばかりです。しかし、その原爆の惨禍を体験した人

たちがもっていた人間としての優しさを、私は失っているのかもしれません。もう一

度、最後に申しますと、私はどうすればよいのか、本当にわからないのです。答えが

どこにあるのか。  

      （平成 28年 12月 8日、配布文書より） 

 

 

中原澄子さんの詩です。 

 

 

うらかみ ん いえに かえり たか・・・・ 

        ―――爆心から三・二キロ 飽の浦 市山繁さん 

 

 

 徴用で長崎に行ったっですな 昭和十八年の三月 

 飽
あく

の浦ん三菱造船所ん機械科に入れられて鍛えられたっ 

 寮は福田寮ていうふとか寮じゃったっ 

 そこにゃ朝鮮人も相当に入れられとったっですばい 

 日本語ば言わんばおごられよったっ 

 

 わしゃそっから工場まで一キロぐらい歩いて通いよったなあ 

 八月九日 わしゃ運
ふ

のよかったあ 

 

 飽の浦ん防空壕がまたそうりゃ太かったっ 

 わしらん脱衣箱が中に十二ばっか並べてあって 

 そいで煙草のバット十本入りの配給の煙草ば一本にぎって 

 階段ば一段上がったとこっで 

 エンジンのスイッチで こう煙草に火ばつけようてしよったっ 

 そん時 光ば二回見たっ 
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 マッチのなかったし 

 あいや エンジンに火の走ったっかて びっくりしたっ 

 原爆ん光て すぐわかったっ 

 

 工場の天井は厚かガラスじゃっで 

 そいの バラバラボロボロ落ちてしもうて 

 帽子はかぶっとるばって むき出しん腕とか首とかに 

 太かガラスやら粉ごなん破片の刺さって 

 血ば流し流し トンネルん方に走りよる 

 飽の浦んトンネルは山に向いとっと 

 一〇〇メーターばっかりん長かとのあっと 

 みんなそこに 

 造船所ん方からも わあって 逃げこんだっ 

 天気のよかった日じゃった 

 

 もう無断でみんな帰りよっと 

 

 わしも帰ろうて考えて班長に言いに行ったっ 

 そん人
しい

は宮崎の人 わしと二人同室じゃったっ 

 こん人の「残ってくれ 残ってほしか」て 

 

 仕事ちゅたっちゃもう 

 遺体片付けばっかり 

 遺体ば箱に詰めてトラックに乗せて運んでくる 

 

 上から降ろすもん 下から受けとるもん 

 下から受けとるとの五、六人おったっ 

 わしゃ下から受けとる方 二人か三人かで組んで 

 

 血のすたすた流れてじゃんなあ 

 怪我人の血ばうけながらなあ 

 そいが そうにゃ 重かっ 

 

 わしゃそういう仕事ばして一週間働いたっ 

 もうどこんだれじゃいわからん人
しい

の 

 血ばすたすた受けながら 
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 三菱病院ていうふとか病院の飽の浦にゃあったっ 

 そこに原爆でやられた人ば 

 あっちこっちからトラックで運んで来たっ 

 

 今でん忘れられん 

 高等女学校ぐらいん体格のよか女の子じゃった 

 ひどか火傷
や け ど

ばしとらしたっ 

 わしん顔に向けて 

 「うらかみ ん いえに かえり たか・・・・」て 

 ふくれた口の そがん言いよらすごたった 

 

 飽の浦の工場にリヤカーのあったとば引いて来たっ 

 そん子ばリヤカーにのせて浦上ん方に行くていうたっちゃ 

 そん方角は もうずうとやられてしもうて 

 家はなか 道もなかて わしゃわかとったっ 

 

 そっで 稲佐山んすそに沿うて行こうてするばって 

 家はびしゃげとる 道て言わるる所のなかっ 

 そっで 太か石ば押しやったりしいしい 

 山ん方んすこしでん平
たい

らか所ばみつけて 

 ぐるっともうて行ったばって 

 ひょこっとリヤカーの重うして動かんごとなったっ 

 えらい重いかて わしが見てみたら 

 タイヤのパンクしとっと 

 

 ばってどがんすっか 

 

 家はもうなかてわかっとってん 

 こん娘
こ

は家に帰りたしゃしとる 

 挺身隊で飽の浦に来とったっ こん娘は 

 そがん思い思いタイヤのびしゃげたリヤカーば 

 ガタガタ引いてちっとずつ上
かみ

ん方に行くしか なかっ 

 

 どこから来らしたっか 

 灰かぐらのごたる両親二人と出会うたっ 
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 リヤカーん娘
こ

のすぐわからしたっ 

 深ぶかと頭ば下げらして 

 唐
から

芋
いも

ども ちゃっとくれらしたっ 

 

 ちょうど昼ごろやったもん 出会うたとは 

 わしは唐芋ばいっちょもろうて 

 そして食いながら工場ん方に歩いたっ 

 そん唐芋はわが子に食わせらすつもりじゃなかったっかて 

 あとで そがん思うて 情けなかった 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

（詩はまだ続きますが、引用はここまでとします。中原澄子詩集『長崎を最後にせん

ば――原爆被災の記憶』改訂版 2009年 コールサック社, p.56-66） 

 

 

続いて、『原子爆弾の下で』からヒンディー語による翻訳を引用します。 

 

काश! म* अपने घर उराकािम लौट सकती 

 

...अवक� 2 से 3.2 �कलो मीटर क� दरूी पर, 

अकुनोउरा (4थान का नाम), 

<ी इिचयामा िशगेH (अपने अनुभव बताने वाले का नाम) 
 

मुझे सरकार के आदशे पर काम करने नागासाक� जाना पड़ा 

माचE 1943 म� 

अकुनोउरा म� ि4थत िमKसुिबिश पोतिनमाEणशाला के मशीन िवभाग म� 

मेरी भरती :ई और वहाँ मुझे सwत �े�नंग दी गई 

फुकुदा रयो नामक हमारा हो4टल ब:त बड़ा हो4टल था 

वहाँ अनेक को(रयाई लोग भी भरती �कए गए थे 
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वे लोग जापानी भाषा न बोल पाने पर डाँट खाते थे 

 

मC वहाँ से कारख़ाने तक लगभग एक �कलोमीटर रोज़ पैदल जाता था 

नौ अग4त, मC खुश�क4मत था 

अकुनोउरा का हवाई शरण –4थल भी ब:त िवशाल था 

हमारे कपड़ ेरखने के िलए बारह बuसे सजाए गए थे 

और मC राशन म� िमले चमगादड़-छाप िसगरेट के पैकेट से एक िसगरेट िनकालते :ए 

एक सीढ़ी चढ़कर इंजन के ि4वच से िसगरेट सुलगाने ही वाला था 

दो बार ब:त तेज़ कyधB से मेरी आँख� चyिधया ग� 

मािचस भी नहJ थी, 

ओह, इंजन म� आग लग गई ? मC च�कत रह गया 

यह परमाणु बम क� कyध ह,ै मC तुरंत समझ गया 

कारख़ाने क� भीतरी छत पर मोटे-मोटे शीशे लगे थे 

वे टुकड़-ेटुकड़ ेहोकर नीचे आ िगरे 

िसर पर टोपी थी, पर हमारी नंगी बाँहB और गदEनB पर 

अनेकानेक छोटी-बड़ी �करच� चुभ ग� 

ख़ून से लथपथ लोग सुरंग क� तरफ़ भागने लगे 

अकुनोउरा क� सुरंग पहाड़ क� ओर थी 

वह लगभग एक सौ मीटर लंबी थी 

सब लोग 

पोतिनमाEणशाला से भी एकाएक उधर भागे 

उस �दन आसमान साफ़ था 

 

अब सब लोग िबना अनुमित घर लौटने लगे 

 

मC भी लौटने का इरादा करके �ुप लीडर को कहने गया 
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हमारे �ुप लीडर िमयाज़ा�क जनपद से थे और हो4टल म� 

हम दोनB एक ही कमरे म� रहते थे 

उ1हBने कहा, ‘तुम वापस मत जाओ, मेरा िनवेदन ह,ै यहJ Hको’ 

 

काम ही uया था 

लाश� समेटना, बस 

लाशB को बuसB म� बंद करके उ1ह� लॉरी म� लादना था 

ऊपरवाले बuसे उतारते थे और नीचेवाले लपकते थे 

ऊपर-नीचे दोनB िमलाकर पाँच –छः आदमी थे 

मC नीचे वाली टोली म� था, दो-तीन आदिमयB क� एक टोली थी 

 

छरE छरE ख़ून बह रहा था 

हमारी दहे ज़tमी लोगB के ख़ून से िलथड़ ग� 

बuसे ब:त �यादा भारी थे 

मC एक सTाह इसी तरह काम करता रहा 

िबना जान-पहचान के लोगB के ख़ून से लथपथ होकर 

 

िमKसुिबिश अ4पताल नामक एक ब:त बड़ा अ4पताल अकुनोउरा म� था 

जो लोग परमाणु बम के िशकार :ए 

उ1ह� िभL-िभL 4थानB से हम लॉरी म� लादकर वहाँ ले आते थे 

 

मC अब भी भूल नहJ सकता 

शायद वह ग+सE हाई 4कूल क� छा@ा थी, ह`ी-क`ी दहे वाली 

वह बुरी तरह झुलस गयी थी 

उसने मेरी तरफ़ दखेा और 

सूजे :ए मँुह से इतना ही कहा 
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‘काश! मC अपने घर उराकािम लौट सकती’ 

 

अकुनोउरा के कारख़ाने से मC एक ठेला ले आया 

मCने उसको ठेले पर िबठाकर उराकािम क� तरफ़ जाने का इरादा �कया 

हालां�क उधर सब-कुछ 5व4त हो चुका था 

घर नहJ, रा4ते भी नहJ, मुझे अDछी तरह मालूम था 

 

इसिलए मCने इनासायामा पहाड़ के दामन  के �कनारे होकर जाना चाहा 

ले�कन उधर घर तबाह हो चुके थे, जो रा4ता िमलना चािहए था वह नहJ िमला 

इसिलए मC बड़ ेबड़ ेपKथरB को हटाते :ए 

पहाड़ क� ओर कुछ समतल जगह ढँूढ़ 

लंबा च�र लगाकर चलता रहा 

�फर, एकाएक ठेला इतना भारी हो गया �क मुझ से टस से मस न :आ 

आिख़र इतना भारी uयB? 

मCने दखेा 

एक टायर पंuचर हो गया था 

 

�फर अब uया �कया जाए 

उसका घर अब कहJ नहJ था 

यह जानते :ए भी लड़क� घर लौटने को तरस रही थी 

4वयंसेिवका दल म� भरती होकर अकुनोउरा आयी :ई थी वह लड़क� 

मCने ऐसा सोचा, मेरे िलए फटे :ए टायर वाले ठेले को धड़धड़ घसीटते :ए 

थोड़ा-थोड़ा करके ऊपर जाने के िसवा और uया चारा था 

 

न जाने वे दोनB कहाँ से आए 

धूल और राख म� िलथड़े उसके माता-िपता से मुलाक़ात :ई 
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माता-िपता ने ठेले म� बैठी अपनी बेटी तुरंत पहचान ली 

 

दोनB ने पूरी तरह िसर झुकाकर 

िशmतापूवEक मुझे शकरकंद भ�ट क� 

 

दोपहर का समय था जब हमारी मुलाक़ात :ई 

मC एक शकरकंद लेकर 

उसे खाते :ए कारख़ाने क� ओर चलने लगा 

माता-िपता ने उस शकरकंद को कहJ अपनी बेटी को िखलाने के िलए 

तो नहJ सहजे रखा था? 

बाद म� सोचकर मुझे बड़ी Wलािन :ई 

 

 

.................................................. 

(किवता अभी जारी ह,ै ले�कन उIरण यहाँ पर समाT करता f।ँ `काश! मC अपने घर 

उराकािम लौट सकती`, नाकाहारा सुिमको, पृ&, 149-154, परमाणु बम क
 छाया म
, 

सािहKय अकादमेी,�द+ली) 
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セミナーの写真を紹介します。撮影者はヒンディー語専攻 3年生の中西渉さんです。 

 

 

           司会者 左から 中西優紀子さん、後藤大輝さん 

 

 

 

         左から、一人おいて、三木雄一郎先生、溝上富夫先生 
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  Chaitanya Prakash Yogi 先生        Ashima Mehtaさん 

 

 

    
参加者の 3年生の日高航洋さん        小磯千尋先生と三木先生                

        机上の花は松木園先生から 
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おわりに 

 

 セミナーの成果については本報告書をご覧いただくとして、いくつかご留意いただき

たい点についてお断りいたします。本来でしたら、すべての文章について日本語とヒン

ディー語の両方のバージョンを用意すべきところでしたが、そこまで編者の力が及びま

せんでした。チョードリー氏、ヨーギー氏、メヘター氏からいただいた発表原稿につい

ては、今回の報告書のために高橋がヒンディー語から日本語に翻訳をしました。三木雄

一郎氏の発表は日本語で行われましたが、本報告書には三木氏がヒンディー語に翻訳さ

れた文章を掲載することができました。 

  また、今回の報告書には収録できませんでしたが、翻訳をお読みいただいて直接ま

たは間接に読後の感想を届けていただいた多くの皆様にお礼を申し上げます。さらに当

日参加した学生諸君にも感謝しています。ヒンディー語専攻の学生諸君にとって、本報

告書が今後の勉学の励みになる事を願っています。 

 なお、この報告書の再配布、頒布等に関しては、その内容に変更を加えない限り、制

限は設けておりません。『原子爆弾の下で』の翻訳刊行の意義について、少しでも多く

の方々に知っていただくことができれば幸いです。 

  最後に、今回、セミナーを開催し、また報告書としてとりまとめて皆様にご紹介す

ることができた背景には、私たちにとっての学問と人生の恩師でいらっしゃる 

古賀勝郎先生のお導きがあったことを感謝を込めて記します。 

 

 

 

平成 29年 5月 5日 

高橋 明 

atultakahasi@gmail.com 


